
電話でお金の話が出たら詐欺！電話でお金の話が出たら詐欺！

無料体験
グループ募集中！

ひろしまGENKI 体操とは ひろしまGENKI 体操 出張講座 体験グループ募集中
●地域での様々な集まり・老人クラブなど10人以上のグループ
●おおむね60歳以上の方対象
　※会場はお手配ください。　※1時間～2時間、ご希望に応じます。
　※体験後、継続をご希望の場合は、ご相談に応じます。
　※血圧によって受講できない場合があります。

認知症予防を目的に、生協ひろしまと広島大学で共同研究を
すすめている体操プログラムです。「脳トレ」「筋トレ」「骨トレ」
プラス「心トレ（参加者同士のコミュニケーション）」の４つで
構成しています。

生協ひろしま 組合員サービスセンターお申し込み
お問い合わせは

月～金 8:30～21:00
土 8:30～19:00

受付
時間0120-500-935

３密を避けて開催します。●参加前に検温、マスクの着用、消毒をお願いしています。●換気を行います。

対象

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

広島県では、高齢者を狙った特殊詐欺による被害件数が増加し、令和
3年の被害総額は、約4億7千万円にものぼっています。
きっかけは、いずれも家の固定電話にかかってきた一本の電話から

です。
万一、電話の相手と話すことになっても、指示どお

りに動く前に、必ず身近な誰かに相談しましょう。
老人クラブの仲間を訪ねたり、話をする機会には、

特殊詐欺のことを話題にするなどして、常に関心を
持つように心がけましょう。
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誘ってみませんか!
老人クラブでいきいきシニアライフ
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詰め将棋【解答】 詰め碁【解答】
初手1は形の急所、白は2が最強の受
け。最後の3が実践では気がつきにく
い冷静な一手。3で中を攻撃するよう
な手はうまくいきません。
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With
コロナ コロナ禍でもできるこんな活動

コロナ禍で出会うことが叶わない中、健康状態
や生活の悩みなど先の見えない不安を、老人クラ
ブのみなさんも感じています。そんな中、「閉じこ
もっておれん。何かしたいんよ」「みんなで楽しく
つながりたい」と、“つながろう”活動を考えて、実
行しました。

7月中旬から9月末にかけて、町老連の女性部の
活動として、絵手紙を通した友愛訪問を行いまし
た。まずは絵手紙を作る作業です。様々な方から
絵手紙を募ろう！と、町内の絵手紙教室や趣味で絵
手紙を出されている個人の方などへ「町老連女性
部の友愛訪問活動」を紹介しました。その趣旨に
賛同いただき、なんと100種類の絵手紙の原本が
集まりました！
原本を印刷して約

960枚の絵手紙のはが
きを作り、その絵手紙に
加えて折り鶴をプレゼ
ントすることにしまし
た。各支部から単位クラブの女性会員へ声をかけ
て、鶴を折りました。各クラブで密にならないよう
に少人数で集まり、「日頃出会うことのない人と出
会えた」「知らない鶴の折り方を教てもらった」と、
皆さん楽しかった様子です。
マスクの着用・手指の消毒など万全のコロナ対

策をとり、女性会員と男性会員が協力して友愛訪
問を実行しました。「絵手紙や折り鶴は話のネタと
なり、会話が弾んだ」と、話をするいい機会になり
ました。
今回、約1，000人が活動に参加しました。コロ

ナ禍の中でもつながる方法はやり方次第。いろい
ろな体験が、次へとつながっていきます。

北広島町老連の事務局は、北広島町福祉セン
ターにあります。クラブの有志の方々が、「福祉セ
ンターは住民活動の場。訪れる住民が椅子に腰か
けた時、ほっこり、やさしい気持ちになれる毛糸の
座布団をつくろう」と、そ
れぞれが心を込めて編
み、心の輪は59枚の色
鮮やかな座布団で繋がり
ました。

絵手紙で心をつなぐ友愛訪問

福祉センターに彩りを添えよう！
コロナ禍で繋がる心の輪

北広島町老人クラブ連合会

老人クラブ活動は、昨年度に続いてコロナウィルス感染拡大による緊急事態宣言や、まん延防止等重点措置によって、
行事の中止・延期を余儀なくされています。そんな中でも、困難な状況をネガティブに捉えず、

発想をポジティブに変えて、新たな角度から工夫し実践している市町老連の取り組みを紹介します。
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1位 ヒマワリ

2位 フクジュソウ

3位 アジサイ・サクラ

4位 カスミソウ・コスモス

5位 アヤメ・ガーベラ・コブシ
スイセン・スズラン・フジ
シュンラン・マンサク
モミジ・ツバキ

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社（担当課）医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から17：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉

③掛金払込の条件：

④補償範囲・掛金タイプ：◆24時間型／４タイプ

◆活 動 型／２タイプ

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。
加入手続きは所属の老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体保険です。

加入申込の人数に関わらず１回の払込につき掛金総額３,０００円以上（追加の場合も同様）。
※払込手数料は加入申込者負担。老人クラブ・会員個人には保険証券・領収証は発行されません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点がある場合には、代理店ま
でお問い合わせください。

・すべてのタイプに特定感染症危険補償（新型コロナウィルス感染症を含む）を追加しました。
・自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償を付加したタイプもあります。

6タイプから1人１つ選択してください。複数口加入はできません。

8,000円タイプと12,000円タイプについては、他人の物を壊したり、
他人にケガをさせた場合も対象となります。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月
10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

2021年3月作成　20-TC10866

「あなたを犯罪から守る防犯の手引き」（公益社団法人広島県防犯連合会・広島県警察）より

高齢者は詐欺被害にあう確率が高いと言われています。老人クラブで情報を得て、仲間
で話すきっかけがあれば、少しでも、あなたやお友達のお役に立てるかもしれません。

ありゃ、それは大変じゃったね。大丈夫じゃったん？

それはヨカッタね。
クラブで色んな情報が入ってくるけん、助かるね。

本来は9月末発行予定であった101
号ですが、コロナ禍で行事や会議の中
止や延期が続き、発行が3月になりま
した。年2回の発行を楽しみにしてく
ださっている皆さまには、お詫び申し
上げます。
紙面には、コロナ禍でも工夫して活
動している事例などを紹介していま
す。少しでも皆さまのお役に立ち、明
るい話題になればと思っています。

編集後記

老人クラブで詐欺被害防止の話を
聞いたことがあって、「コレは怪しい！？」と思って、
孫に電話して被害にあわずにすんだそうよ。

同じ町内のAさんの家に、オレオレ詐欺の電話がかかってきたらしいよ。
「ばあちゃん、オレオレ」って言うて、孫のふりして。

株式会社イトメン
呉市海事歴史科学館 大和ミュージアム
公益財団法人 渋谷育英会
公益社団法人 広島県バス協会
生協ひろしま
広島市国民宿舎 湯来ロッジ
ミロク情報サービス

（50音順）

広島県老人クラブ連合会
積極的なご利用をお願い致します。

【西部ブロック】
岡田 房志さん
（廿日市市事務局長）

【南部ブロック】
桑村 顕子さん
（呉市事務局）

【中部ブロック】
実井 京子さん
（尾道市事務局長）

【東部ブロック】
塚本 光人さん
（福山市事務局長）

【北部ブロック】
河原田 正行さん
（三次市事務局長）
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３三角成・同桂・１五桂まで３
手詰。
５三飛成の王手は合駒され
ても逃げられても詰まず、
３四金とこの金を出て王手
するのは１四玉とこちらへ
逃げられてしまう。そこで
３三角成の王手が手筋。桂
の打ち場所を作る捨て駒で、同玉なら桂を使わず３四金
と出て詰み。同桂と取らせて１五桂と打つ。
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コロナ禍でもできるこんな活動

新設クラブの紹介

女性委員会総会・研修会／若手委員会総会・研修会
活性化を目指して
令和3年度 全国一斉「社会奉仕の日」
私の健康法／保健医療コラム
教えちゃろ!! 隠れたわが町の名所名品
読者ひろば 楽々喜々

記念録を制作しました／表彰者名簿／大会宣言
上半期主要行事予定／県老連会議報告

市町老連会長・事務局長合同会議
役員名簿／第1回市町老連事務局長会議

地域と福祉をささえる
老人クラブ広報誌

電子メールアドレス ▲ rorenhir@lime.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ▲ http://hiro-kenrouren.sakura.ne.jp/ ひろしま県老連は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

第101号
令和4（2022）年3月1日

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（16）2022（令和4）年3月1日



私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

令和2年度のパッチワーク「絆」

竹原市老人クラブ連合会

竹原市老連では、毎年600人が参加する「スポーツ大会」を開催してい
ますが、新型コロナウィルス感染防止のため、令和2年・3年は中止せざ
るを得ませんでした。しかし、大きな行事を中止してばかりでは、会員の
皆さまの楽しみがなくなり、老人クラブ活動が停滞してしまいます。
そこで、スポーツ大会のような大人数が参加するのではなく、規模を小

さくして楽しんでもらいたいと「ニュースポーツ体験会」を実施することに
しました。
参加者を各地区の代表数名にしぼっ

て参加者は約50人、令和3年10月27日
（水）にピースリーホームバンブー総合公
園体育館で開催することができました。
3年前よりボッチャに取り組んでいる

尾道市老連の方々を招いての体験会で
す。副会長の島﨑マス子さん、事務局長
の実井京子さん、ボッチャインストラク
ターの大本勝己さんが丁寧に指導してくださいました。

密にならないように4グループに分け、ボッ
チャ以外に「バッコー」、「ストライク」、「ダーツ」
のスポーツ用具を準備し、グループごとに順
次各スポーツを体験しました。
参加者からは「投げる球も軽くて、ルールも

わかりやすくて面白い」、「最後の1投でゲーム
展開が大きく変わるので、盛り上がる」などの
声があり、大好評でした。

福山市老人クラブ連合会

福山市老連・春日学区老人クラブでは、春日小学校との交流会を長年
にわたり行ってきました。グラウンド・ゴルフ教室や昔の暮らし遊び、走
り方教室などを通してコミュニケーションを深めてきたのです。
ところが、昨年度はこんな楽しい交流会がコロナウィルス感染予防の

ため自粛となりました。会員の中から「今年は何もないのか！」「さみしい
なあ！」と声が聞かれ始めた頃、学校側から「子どもたちが皆さんに会い
たいとの声が高まり、リモートでできないかと検討し準備をしています」
という提案がありました。
この朗報に、躊躇なく「了解しまし

た!!」と即答しました。三密を避けて、
今流行りのリモート交流会です。子ど
もたちは学校で、私たちは公民館で、
各６台のタブレットを通じて交流が
スタートしました。
持っている携帯はガラケーが多い

私たちですから、ワクワクドキドキしながら人生初のリモートです。タイ
ムラグで話の内容が被ったり、カメラとの距離がつかめずに鼻だけ映っ
たりなど、愉快な映像が満載でした。
これまでと違い、実際に顔を合わせずに肌が触れない中ではありまし

たが、達成感があり充実した楽しいリモート交流でした。残念ながら、今
年度は感染状況を鑑みてか、学校側から
依頼の声がかかりませんでした。しかし、
高齢者でも新しいことを試みて、違った
角度から活動できるという自信のような
ものをいただきました。

東広島市老人クラブ連合会

東広島市老連では、令和３年11月30日に「第４回会長杯男女GG大会」
を東広島市運動公園多目的広場で開催しました。コロナ禍における状況
を考慮して中止することも考えましたが、屋外での行事であり、この大会
は会員の方々が待ち望んでおられる人気事業のため、徹底した新型コナ
ウィルス感染防止対策をとり、実施することにしました。
対策の一番大きな取り組みとして、参加者はコロナワクチン接種者の
みに限定したことです。西条・八本松・志和・高屋・黒瀬・安芸津・豊栄の
７支部それぞれで、責任を持って参加者の接
種確認をし、グラウンド・ゴルフ大会に臨ん
でもらいました。もちろん、マスク着用での
プレーや手指消毒も徹底して行いました。
その結果、何事もなく無事に大会を終了
すことができ、参加者の皆さんにもたいへ
ん喜んでいただけました。まだまだ、コロナ
と共存の生活や老人クラブ活動になると思
いますが、できる限りのことを実行して、活
動を続けたいと思います。

（左）大本さん （中）島﨑さん （右）実井さん

世羅町老人クラブ連合会

どこの市町老連でも同じだと思いますが、コロナ禍で老人クラブ活動
が困難になり、行事の中止や延期が続いています。集まることができな
い、先行きが見えない、そんな状況下で会員の方々はそれぞれに不安を
抱えて暮しています。行事などで顔を合わせる機会が激減し、絆が希薄
になっていると感じている時だからこそ、人とつながりたいという想い
が強くなりました。
そこで、世羅町老連の女性有志が集ま
り、昨年度から取り組んでいるのが大き
なパッチワークキルトの制作です。各自
が自宅で、15㎝四方の布に想いを込めて
図案を縫いつけ、持ち寄った布をつなげ
て仕上げます。
令和2年のテーマは『絆』、令和3年は

『ぬくもり』です。愛らしい花のモチーフ
や干支の寅などがデザインされており、
温かみのある作品となっています。集
まった布をテーブルに広げ、色味やデザ
イン性をあれこれ話し合いながら、並べ
ていきます。そうして、長辺が約２ｍ・短辺が60㎝の大きなパッチワーク
キルトができあがります。
完成した作品は、それぞれの地区の公民館や集会所などに順次展示さ
れます。小さな15㎝四方のひとり一人の作品が集まってつながり、各自
の想いが花開く大作となりました。コロナ禍だからこそ希薄になりがち
な“絆”を意識した、老人クラブ会員の活動のひとつを紹介しました。

三原市老人クラブ連合会

三原市老連には三原・本郷・久井・大和の４地区あり、例年それぞれの
地区で作品を展示する催し物を実施していました。三原地区は市主催の
「健康福祉まつり」会場の一角で展示、本郷地区は「老人文化祭」で展示発
表、久井・大和地区は老人集会所・福祉センターでの単老持ち回りによる
作品展を開催していました。
昨年に続き今年度も市主催の

「健康福祉まつり」がコロナ禍のた
め中止となり、三原地区の作品展
が当初の計画通りにできないこと
になってしまいました。そこで、今
年度はどうにかして開催したいと考え、サンシープラザにある市老連の事
務所でパネル１枚の「ミニ作品展」を展示期間を長くして実施することにし
ました。展示数が限られているため、ブロックごとに期間を定め作品を募
集し、一定の期間で模様替えをしながら集まった作品を展示しました。
初めは２作品しかなく、飾りや市老連会報創刊号のコピーなどで隙間を
埋めましたが、徐々に応募者数・作品数ともに増え、最後の期間はパネル
いっぱいに作品が集まりました（10月２名２作品・11月４名16作品・12月９
名30作品）。
10月から12月までの長期間に展示できたことで、会員の皆さんが心を
込めて作られた作品をより多くに人たちに楽しんでもらえました。また、

パネル展示を見てくださった方々は「作
品が入れ替わるので、楽しく拝見しまし
た」と喜んでくださいました。
「コロナに負けずに活動しよう」と、苦
肉の策から生まれたミニ作品展でした
が、実施できてよかったと思います。

三次市老人クラブ連合会

昨年度に引き続き行事を中止することが多く、コロナ禍の中でも何かで
きる事はないかと考え、「高齢者スマホ教室」を開催することにしました。
集まることが困難な状況の中、リモート会議やスマホを通しての交流が必
要となってきているからです。
三次市老連では、行政当局の三次
市とタイアップして「高齢者スマホ教
室」を開催することとしました。市が
進めるICT化に向けて、広く市民に理
解を得る事業として計画される中、私
たち市老連で受講する会員募集を担
うこととして、市当局と協議を進めて
実施することとなりました。
三密を避けるために定員は12名の少人数参加型にし、老連市内18支部
それぞれで開催し、延べ212名が受講しました。
スマホ教室では一人一台のスマホが用意され、スマートアドバイザ－か

ら親切丁寧な操作を基本から学びました。「最初に知っておきたいスマホ
豆知識」「基本機能の操作方法」「ラインの基礎操作」など、準備された内容
に皆さんは真剣に聞き入っている様子でした。
初めてスマホを手にする方はもちろんのこと、既にスマホを利用してい

る方も「こんな使い方があったのか」と感心しておられました。操作に手指
がもどかしそうでしたが、それ
でも苦労しながらも楽しかっ
たと大変喜んでいただきまし
た。これからも、さらにレベル
アップしたスマホ教室が開催で
きればと思っております。

呉市老連では、毎年11月に「ねんりん作品展＆物産展」を2日間にわた
り開催していました。作品の展示だけでなく、女性部によるバザーや地域
の特産品販売・牡蠣飯やおでんなどの食品ブースもあり、多くの方々が訪
れる一大イベントでした。
しかし、今年度はコロナ禍の影響を受け、中止せざるをえませんでし
た。こんな状況下でも、「withコロナで何とか活動する方法はないか」と
模索しました。集まって観てもらうことが叶わないならば、逆に作品を皆

さんに届けようと「ねんりん作品展号外」を発行することにしました。
そこで、会員から作品を募集したところ、急な呼びかけにもかかわらず
50点の作品が寄せられました。オールカラー8ページのタブロイド判で
1000部、3月末には刷り上がり、役員をはじめ単老や関係者に配布する予
定です。
コロナ禍での活動で何ができるのか、『受動から能動へ』と発想の転換
を試みて、前向きにできることから実行してこうと思っています。

呉市老人クラブ連合会

多人数参加のスポーツ大会の代わりに、
人数を減らしてニュースポーツ体験会を開催

小学校との初めてのリモート交流会

ワクチン接種者のみ参加のGG大会

想いがつながるパッチワークキルトの制作 一枚のパネルで「ミニ作品展」を長期間開催
高齢者も取り組むICT化に向けて、
少人数参加のスマホ教室

「ねんりん作品展号外」をオールカラー８ページで発行

With
コロナ コロナ禍でもできるこんな活動 With

コロナ コロナ禍でもできるこんな活動

2022（令和4）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（2）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（3） 2022（令和4）年3月1日



私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

令和2年度のパッチワーク「絆」

竹原市老人クラブ連合会

竹原市老連では、毎年600人が参加する「スポーツ大会」を開催してい
ますが、新型コロナウィルス感染防止のため、令和2年・3年は中止せざ
るを得ませんでした。しかし、大きな行事を中止してばかりでは、会員の
皆さまの楽しみがなくなり、老人クラブ活動が停滞してしまいます。
そこで、スポーツ大会のような大人数が参加するのではなく、規模を小
さくして楽しんでもらいたいと「ニュースポーツ体験会」を実施することに
しました。
参加者を各地区の代表数名にしぼっ
て参加者は約50人、令和3年10月27日
（水）にピースリーホームバンブー総合公
園体育館で開催することができました。
3年前よりボッチャに取り組んでいる
尾道市老連の方々を招いての体験会で
す。副会長の島﨑マス子さん、事務局長
の実井京子さん、ボッチャインストラク
ターの大本勝己さんが丁寧に指導してくださいました。

密にならないように4グループに分け、ボッ
チャ以外に「バッコー」、「ストライク」、「ダーツ」
のスポーツ用具を準備し、グループごとに順
次各スポーツを体験しました。
参加者からは「投げる球も軽くて、ルールも
わかりやすくて面白い」、「最後の1投でゲーム
展開が大きく変わるので、盛り上がる」などの
声があり、大好評でした。

福山市老人クラブ連合会

福山市老連・春日学区老人クラブでは、春日小学校との交流会を長年
にわたり行ってきました。グラウンド・ゴルフ教室や昔の暮らし遊び、走
り方教室などを通してコミュニケーションを深めてきたのです。
ところが、昨年度はこんな楽しい交流会がコロナウィルス感染予防の
ため自粛となりました。会員の中から「今年は何もないのか！」「さみしい
なあ！」と声が聞かれ始めた頃、学校側から「子どもたちが皆さんに会い
たいとの声が高まり、リモートでできないかと検討し準備をしています」
という提案がありました。
この朗報に、躊躇なく「了解しまし
た!!」と即答しました。三密を避けて、
今流行りのリモート交流会です。子ど
もたちは学校で、私たちは公民館で、
各６台のタブレットを通じて交流が
スタートしました。
持っている携帯はガラケーが多い
私たちですから、ワクワクドキドキしながら人生初のリモートです。タイ
ムラグで話の内容が被ったり、カメラとの距離がつかめずに鼻だけ映っ
たりなど、愉快な映像が満載でした。
これまでと違い、実際に顔を合わせずに肌が触れない中ではありまし
たが、達成感があり充実した楽しいリモート交流でした。残念ながら、今

年度は感染状況を鑑みてか、学校側から
依頼の声がかかりませんでした。しかし、
高齢者でも新しいことを試みて、違った
角度から活動できるという自信のような
ものをいただきました。

東広島市老人クラブ連合会

東広島市老連では、令和３年11月30日に「第４回会長杯男女GG大会」
を東広島市運動公園多目的広場で開催しました。コロナ禍における状況
を考慮して中止することも考えましたが、屋外での行事であり、この大会
は会員の方々が待ち望んでおられる人気事業のため、徹底した新型コナ
ウィルス感染防止対策をとり、実施することにしました。
対策の一番大きな取り組みとして、参加者はコロナワクチン接種者の
みに限定したことです。西条・八本松・志和・高屋・黒瀬・安芸津・豊栄の
７支部それぞれで、責任を持って参加者の接
種確認をし、グラウンド・ゴルフ大会に臨ん
でもらいました。もちろん、マスク着用での
プレーや手指消毒も徹底して行いました。
その結果、何事もなく無事に大会を終了
すことができ、参加者の皆さんにもたいへ
ん喜んでいただけました。まだまだ、コロナ
と共存の生活や老人クラブ活動になると思
いますが、できる限りのことを実行して、活
動を続けたいと思います。

（左）大本さん （中）島﨑さん （右）実井さん

世羅町老人クラブ連合会

どこの市町老連でも同じだと思いますが、コロナ禍で老人クラブ活動
が困難になり、行事の中止や延期が続いています。集まることができな
い、先行きが見えない、そんな状況下で会員の方々はそれぞれに不安を
抱えて暮しています。行事などで顔を合わせる機会が激減し、絆が希薄
になっていると感じている時だからこそ、人とつながりたいという想い
が強くなりました。
そこで、世羅町老連の女性有志が集ま
り、昨年度から取り組んでいるのが大き
なパッチワークキルトの制作です。各自
が自宅で、15㎝四方の布に想いを込めて
図案を縫いつけ、持ち寄った布をつなげ
て仕上げます。
令和2年のテーマは『絆』、令和3年は

『ぬくもり』です。愛らしい花のモチーフ
や干支の寅などがデザインされており、
温かみのある作品となっています。集
まった布をテーブルに広げ、色味やデザ
イン性をあれこれ話し合いながら、並べ
ていきます。そうして、長辺が約２ｍ・短辺が60㎝の大きなパッチワーク
キルトができあがります。
完成した作品は、それぞれの地区の公民館や集会所などに順次展示さ
れます。小さな15㎝四方のひとり一人の作品が集まってつながり、各自
の想いが花開く大作となりました。コロナ禍だからこそ希薄になりがち
な“絆”を意識した、老人クラブ会員の活動のひとつを紹介しました。

三原市老人クラブ連合会

三原市老連には三原・本郷・久井・大和の４地区あり、例年それぞれの
地区で作品を展示する催し物を実施していました。三原地区は市主催の
「健康福祉まつり」会場の一角で展示、本郷地区は「老人文化祭」で展示発
表、久井・大和地区は老人集会所・福祉センターでの単老持ち回りによる
作品展を開催していました。
昨年に続き今年度も市主催の

「健康福祉まつり」がコロナ禍のた
め中止となり、三原地区の作品展
が当初の計画通りにできないこと
になってしまいました。そこで、今
年度はどうにかして開催したいと考え、サンシープラザにある市老連の事
務所でパネル１枚の「ミニ作品展」を展示期間を長くして実施することにし
ました。展示数が限られているため、ブロックごとに期間を定め作品を募
集し、一定の期間で模様替えをしながら集まった作品を展示しました。
初めは２作品しかなく、飾りや市老連会報創刊号のコピーなどで隙間を
埋めましたが、徐々に応募者数・作品数ともに増え、最後の期間はパネル
いっぱいに作品が集まりました（10月２名２作品・11月４名16作品・12月９
名30作品）。
10月から12月までの長期間に展示できたことで、会員の皆さんが心を
込めて作られた作品をより多くに人たちに楽しんでもらえました。また、

パネル展示を見てくださった方々は「作
品が入れ替わるので、楽しく拝見しまし
た」と喜んでくださいました。
「コロナに負けずに活動しよう」と、苦
肉の策から生まれたミニ作品展でした
が、実施できてよかったと思います。

三次市老人クラブ連合会

昨年度に引き続き行事を中止することが多く、コロナ禍の中でも何かで
きる事はないかと考え、「高齢者スマホ教室」を開催することにしました。
集まることが困難な状況の中、リモート会議やスマホを通しての交流が必
要となってきているからです。
三次市老連では、行政当局の三次

市とタイアップして「高齢者スマホ教
室」を開催することとしました。市が
進めるICT化に向けて、広く市民に理
解を得る事業として計画される中、私
たち市老連で受講する会員募集を担
うこととして、市当局と協議を進めて
実施することとなりました。
三密を避けるために定員は12名の少人数参加型にし、老連市内18支部

それぞれで開催し、延べ212名が受講しました。
スマホ教室では一人一台のスマホが用意され、スマートアドバイザ－か

ら親切丁寧な操作を基本から学びました。「最初に知っておきたいスマホ
豆知識」「基本機能の操作方法」「ラインの基礎操作」など、準備された内容
に皆さんは真剣に聞き入っている様子でした。
初めてスマホを手にする方はもちろんのこと、既にスマホを利用してい

る方も「こんな使い方があったのか」と感心しておられました。操作に手指
がもどかしそうでしたが、それ
でも苦労しながらも楽しかっ
たと大変喜んでいただきまし
た。これからも、さらにレベル
アップしたスマホ教室が開催で
きればと思っております。

呉市老連では、毎年11月に「ねんりん作品展＆物産展」を2日間にわた
り開催していました。作品の展示だけでなく、女性部によるバザーや地域
の特産品販売・牡蠣飯やおでんなどの食品ブースもあり、多くの方々が訪
れる一大イベントでした。
しかし、今年度はコロナ禍の影響を受け、中止せざるをえませんでし

た。こんな状況下でも、「withコロナで何とか活動する方法はないか」と
模索しました。集まって観てもらうことが叶わないならば、逆に作品を皆

さんに届けようと「ねんりん作品展号外」を発行することにしました。
そこで、会員から作品を募集したところ、急な呼びかけにもかかわらず
50点の作品が寄せられました。オールカラー8ページのタブロイド判で
1000部、3月末には刷り上がり、役員をはじめ単老や関係者に配布する予
定です。
コロナ禍での活動で何ができるのか、『受動から能動へ』と発想の転換
を試みて、前向きにできることから実行してこうと思っています。

呉市老人クラブ連合会

多人数参加のスポーツ大会の代わりに、
人数を減らしてニュースポーツ体験会を開催

小学校との初めてのリモート交流会

ワクチン接種者のみ参加のGG大会

想いがつながるパッチワークキルトの制作 一枚のパネルで「ミニ作品展」を長期間開催
高齢者も取り組むICT化に向けて、
少人数参加のスマホ教室

「ねんりん作品展号外」をオールカラー８ページで発行

With
コロナ コロナ禍でもできるこんな活動 With

コロナ コロナ禍でもできるこんな活動

2022（令和4）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（2）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（3） 2022（令和4）年3月1日



私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

令和3年度に、3つの老人クラブが誕生しました。会員の減少だけでなく単位老人クラブも減り
続けている中、新しくクラブを立ち上げることは困難な状況となっています。
ここ2年間、コロナ禍で活動が思うようにできないにもかかわらず、尾道市・安芸高田市・大竹
市で各1クラブが創設されたので、ご紹介いたします。3クラブとも会長さんの年齢が70代前半
と比較的若く、平均年齢も若いクラブとなっています。
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の

構
築
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
老
人

ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
基
本
的
な
使

命
と
し
て
き
た
、
お
互
い
に
支
え
合

い
な
が
ら
健
康
長
寿
を
実
現
す
る
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
中
で
新
た
な
役

割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
強
み
の一つ
は
、
県

内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
最
大
の
高
齢

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
今
こ
そ

そ
の
力
を
発
揮
し
、
国
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る「
地
域
共
生
社
会
」

実
現
の
先
導
役
を
果
た
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
大
会
に
集
う
私
た
ち
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
並
び
に
関
係
者
は
、「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命 

担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も

と
、
次
の
重
点
事
項
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
を
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き

か
け
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
ま
す

一
、健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）予
防
で
元
気
な
高
齢
者
を

め
ざ
し
ま
す

一
、
友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域

支
援
事
業
と
連
携
し
た
支
え

合
い
活
動
に
努
め
ま
す

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

諸
制
度
・
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す

令
和
三
年
十
月
八
日

令
和
三
年
度 
広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

大 

会 

宣 

言

令和3年度から老人クラブ「山香ばしクラブ」を立ち上げました。クラブ名
の由来は樹木の「山香ばし」からきています。秋に色づいて葉が枯れても落
下せず、春の新芽が出てから役目を終えて葉を落とす「山香ばし」のよう
に、私たち高齢者も地域の活動をしっかり応援できる存在になりたいとい
う願いを込めて命名しました。
私たちの地域では、昭和50年代は現在のように定年後のアルバイトは無

く、農業をしながら活発に老人クラブ活動をされていました。平成になった
頃は定年後も外で働くようになり、会員が減り老人クラブは無くなりました。
そこで、付近の地域で老人クラブの役員をされている国広会長さんか

ら、「老人クラブを立ち上げて、高齢者がイキイキと生きられる地域にして
みないか」と誘われ、私は少しでも地域の高齢者が笑顔で暮らせるお手伝

いができればと、喜んでお引受け
しました。
私は市議会議員を務めていま

したが、息子が癌と診断された時
に政治の世界から身を引き、わら
にもすがる思いで、息子一家と医
療の最先端のアメリカへ渡りました。息子は亡くなりましたが、多くの方々
に助けていただいたことに感謝し、地域のために何かしたいと思い、サロ
ンを引き受けて活動していました。
それと同じ思いで、18軒程の小さい地域ですが「遠くの親戚よりはご近

所のつながりを大切にしたい」と、老人クラブの会長も引受けたのです。集
会所で月に2回集まり、百歳体操とお口体操を行い、認知症予防も兼ねて
健康寿命の延伸に努めています。現在は、女性9人・男性1人のクラブです
が、新たに男性もグラウンド・ゴルフをきっかけに入会をお願いしています。
地域の高齢者が元気で暮らせるよう、協力していきたいと思います。

新設クラブの
紹介

新設クラブの
紹介

向東地区の私が所属していたクラブが緒事情により尾道市老連を退
会したため、隣接する町の単老会長（尾道市老人クラブ連合会副会長）
の山下さんの尽力により、新たな老人クラブとしてスタートすることと
なりました。私はこの地区でグラウンド・ゴルフの世話役をしており、市
老連の会の運営に少なからず携わっていました。そこで、山下さんが私
に働きかけてくださったので、「この地域で市老連に所属する老人クラ
ブの灯を消したくない」という思いもあり、会長を引き受けることにし
ました。
元々あったクラブ会員20名と、新たに10名を加えて30名で活動して

います。『友愛精神』、『協調性』をモットーとして、和気あいあいとした明
るい雰囲気が漂うクラブです。グラウンド・ゴルフやペタンクといったス
ポーツをはじめ、奉仕活動や清掃など地域貢献にも力を入れ、楽しみな
がら活動しています。
会員の平均年齢が70歳過ぎと、老人

クラブの中ではかなり若いことが特徴
です。会員同士の意見交換がスムーズ
にでき、なんにでも挑戦してみようと
いった新しい風が吹いているようなクラ
ブとなっています。

令
和
３
年
度
広
島
県
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
を
令
和
３
年
10
月
８

日（
金
）に
開
催
す
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
新
規
感
染
者
数
・
重
症

患
者
数
が
高
い
水
準
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
開
催
を
見
送
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
開
催
に
代
え

大
会
の
記
念
録
を
制
作
し
ま
し

た
。広

島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
長
表
彰（
老
人
ク
ラ
ブ
育

成
指
導
功
労
表
彰
41
名
・
特
別

表
彰
29
名
・
新
規
結
成
老
人
ク

ラ
ブ
表
彰
３
ク
ラ
ブ
・
感
謝
状
２

名
）と
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰（
活
動
賞
１
ク
ラ

ブ
・
育
成
功
労
表
彰
２
名
・
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
１
ク
ラ
ブ
・

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
表
彰（
１
市
町
老
連
）の

受
彰
者
名
簿
、
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
く
予
定
だ
っ
た
加
藤

重
子
教
授（
広
島
文
化
学
園
大

学
看
護
学
部
看
護
学
科
）に
よ

る
特
別
寄
稿
な
ど
を
掲
載
し
、

受
彰
者
や
参
加
予
定
者
、
関
係

機
関
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

60歳以上の人口が23名という山間部の地区で、新たに老人クラブを
立ち上げました。現在会員は11名で、60歳代の男性1人・女性2人、70
歳代の男性4人・女性2人、80歳代の男性2人という構成で、平均年齢は
74.2歳です。
老人クラブ創設のきっかけは、大竹市老人クラブ連合会会長でもあ

り、隣地区の単位老人クラブの会長でもある森脇さんから声をかけてい
ただいたことです。会長さんは老人クラブ活動に大変熱心に取り組まれ
ており、私たちの地区のような山間部にこそ地域で助け合い、絆を大事
にした老人クラブが必要だと言われ、その熱意に共感して会長を引き受
けました。
小さな集落なので自治会との連携は重要で、奉仕活動や清掃といっ

た自治会活動を一緒に実施しています。高齢者の孤立化を防ぐために
も少しでもお役に立つことができれば、老人クラブの存在意義になり、
会員の励みにもなります。
自治会だけでなく周囲の諸機関との

連携や情報共有をしながら、高齢者が
この地域で健康で活力のある豊かな時
を過ごすための一助となるような老人
クラブでありたいです。
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令
和
三
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広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
敬
称
略
）

理
事
長
表
彰
等
受
彰
者
名
簿

祝
《
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
》

《
学
区・地
区・支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
》

《
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
》

2
0
2
1
活
動
賞

【
伝
達
表
彰
】

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

【
受
章
報
告
】

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

し
ま
な
み
会
 

比
作
老
人
会
 

山
香
ば
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ク
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ブ
 

明
王
台
学
区
老
人
ク
ラ
ブ 
仲
間
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

錦
水
ク
ラ
ブ

小
坂
町
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会
連
合
会
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「
令
和
３
年
度
広
島
県

 
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」の

 
記
念
録
を
制
作
し
ま
し
た

「
令
和
３
年
度
広
島
県

 
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」の

 
記
念
録
を
制
作
し
ま
し
た

●第１回 市町老連事務局長会議

▼４月14日（木） ▼県社会福祉会館

●令和４年度 定時評議員会

▼６月15日（水） ▼県社会福祉会館

●県老連女性委員会総会・研修会

▼７月12日（火） ▼県社会福祉会館

●県老連若手委員会総会・研修会

▼７月20日（水） ▼県社会福祉会館

●第２回 リーダー養成研修会

▼８月中・下旬 ▼県社会福祉会館

●令和４年度 市町老連会長会議・研修会

▼９月14日（水） ▼県社会福祉会館

●老人クラブ活動活性化活動推進委員会

▼９月下旬 ▼県社会福祉会館

●令和４年度 監事会

▼５月13日（金） ▼県社会福祉会館

●第１回 県老連三役会議

▼５月20日（金） ▼県社会福祉会館

●第30回 理事会

▼５月26日（木） ▼県社会福祉会館

●中国ブロック県・指定都市
　老人クラブ連合会連絡協議会

▼４月21日（木） ▼広島県呉市

●広報誌編集委員会
　（第102号：９月末発行予定）

▼６月３日（金） ▼県社会福祉会館

●中国・四国ブロック
　老人クラブリーダー研修会（１泊２日）

▼７月７日（木）～７月８日（金） ▼岡山県

第25回 理事会・
令和2年度 臨時評議員会
▶2/25（木）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和2年度
第2回 高齢者相互支援推進会議
▶3/25（木）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

市町老連会長会議・事務局長合同会議
▶12/10（金）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

第1回 市町老連事務局長会議
▶4/16（金）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

広報誌101号 編集委員会
▶11/15（月）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和3年度 若手委員会総会・研修会
▶11/17（水）13：00～15：30
▶広島県社会福祉会館

県老連 第2回 三役会議
▶11/25（木）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館
※第１回（5月）は書面開催

令和3年度 女性委員会総会・研修会
▶7/27（火）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和3年度 広島県老人クラブ大会
▶10/9（金）開催予定→中止
※大会記念録を作成し、11/2各市町老連に配布

令和４年度 上半期 主要行事予定

安芸
高田市 下岡 多美枝さん（70歳）

会 長 

令和3年4月1日発足／会員数 10名／甲田町下小原地区

山香ばしクラブ
やま こう

尾道市 西島 完治さん（77歳）会 長 

令和3年4月1日発足／会員数 30名／向東地区

しまなみ会 大竹市 木下 誼さん（74歳）
よしみ

会 長 

令和3年4月1日発足／会員数 11名／小方地区

比作老人会
ひっつくり

お がた

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（4）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（5） 2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日



私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

令和3年度に、3つの老人クラブが誕生しました。会員の減少だけでなく単位老人クラブも減り
続けている中、新しくクラブを立ち上げることは困難な状況となっています。
ここ2年間、コロナ禍で活動が思うようにできないにもかかわらず、尾道市・安芸高田市・大竹
市で各1クラブが創設されたので、ご紹介いたします。3クラブとも会長さんの年齢が70代前半
と比較的若く、平均年齢も若いクラブとなっています。

世
界
は
今
、
人
類
の
知
恵
と
勇

気
を
結
集
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
克
服
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
世
界
一の
高
齢
社
会
と
い
わ

れ
る
わ
が
国
で
は
、
経
済
成
長
と
社

会
保
障
制
度
の
二
つ
の
深
刻
な
課
題

に
直
面
し
、
全
世
代
の
人
々
が
高
齢

社
会
に
即
し
た
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
積
極
的
に
参
画
す
る
社
会
の

構
築
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
老
人

ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
基
本
的
な
使

命
と
し
て
き
た
、
お
互
い
に
支
え
合

い
な
が
ら
健
康
長
寿
を
実
現
す
る
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
中
で
新
た
な
役

割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
強
み
の一つ
は
、
県

内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
最
大
の
高
齢

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
今
こ
そ

そ
の
力
を
発
揮
し
、
国
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る「
地
域
共
生
社
会
」

実
現
の
先
導
役
を
果
た
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
大
会
に
集
う
私
た
ち
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
並
び
に
関
係
者
は
、「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命 

担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も

と
、
次
の
重
点
事
項
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
を
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き

か
け
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
ま
す

一
、健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）予
防
で
元
気
な
高
齢
者
を

め
ざ
し
ま
す

一
、
友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域

支
援
事
業
と
連
携
し
た
支
え

合
い
活
動
に
努
め
ま
す

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

諸
制
度
・
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す

令
和
三
年
十
月
八
日

令
和
三
年
度 

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

大 

会 

宣 

言

令和3年度から老人クラブ「山香ばしクラブ」を立ち上げました。クラブ名
の由来は樹木の「山香ばし」からきています。秋に色づいて葉が枯れても落
下せず、春の新芽が出てから役目を終えて葉を落とす「山香ばし」のよう
に、私たち高齢者も地域の活動をしっかり応援できる存在になりたいとい
う願いを込めて命名しました。
私たちの地域では、昭和50年代は現在のように定年後のアルバイトは無

く、農業をしながら活発に老人クラブ活動をされていました。平成になった
頃は定年後も外で働くようになり、会員が減り老人クラブは無くなりました。
そこで、付近の地域で老人クラブの役員をされている国広会長さんか

ら、「老人クラブを立ち上げて、高齢者がイキイキと生きられる地域にして
みないか」と誘われ、私は少しでも地域の高齢者が笑顔で暮らせるお手伝

いができればと、喜んでお引受け
しました。
私は市議会議員を務めていま

したが、息子が癌と診断された時
に政治の世界から身を引き、わら
にもすがる思いで、息子一家と医
療の最先端のアメリカへ渡りました。息子は亡くなりましたが、多くの方々
に助けていただいたことに感謝し、地域のために何かしたいと思い、サロ
ンを引き受けて活動していました。
それと同じ思いで、18軒程の小さい地域ですが「遠くの親戚よりはご近

所のつながりを大切にしたい」と、老人クラブの会長も引受けたのです。集
会所で月に2回集まり、百歳体操とお口体操を行い、認知症予防も兼ねて
健康寿命の延伸に努めています。現在は、女性9人・男性1人のクラブです
が、新たに男性もグラウンド・ゴルフをきっかけに入会をお願いしています。
地域の高齢者が元気で暮らせるよう、協力していきたいと思います。

新設クラブの
紹介

新設クラブの
紹介

向東地区の私が所属していたクラブが緒事情により尾道市老連を退
会したため、隣接する町の単老会長（尾道市老人クラブ連合会副会長）
の山下さんの尽力により、新たな老人クラブとしてスタートすることと
なりました。私はこの地区でグラウンド・ゴルフの世話役をしており、市
老連の会の運営に少なからず携わっていました。そこで、山下さんが私
に働きかけてくださったので、「この地域で市老連に所属する老人クラ
ブの灯を消したくない」という思いもあり、会長を引き受けることにし
ました。
元々あったクラブ会員20名と、新たに10名を加えて30名で活動して

います。『友愛精神』、『協調性』をモットーとして、和気あいあいとした明
るい雰囲気が漂うクラブです。グラウンド・ゴルフやペタンクといったス
ポーツをはじめ、奉仕活動や清掃など地域貢献にも力を入れ、楽しみな
がら活動しています。
会員の平均年齢が70歳過ぎと、老人

クラブの中ではかなり若いことが特徴
です。会員同士の意見交換がスムーズ
にでき、なんにでも挑戦してみようと
いった新しい風が吹いているようなクラ
ブとなっています。

令
和
３
年
度
広
島
県
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
を
令
和
３
年
10
月
８

日（
金
）に
開
催
す
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
新
規
感
染
者
数
・
重
症

患
者
数
が
高
い
水
準
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
開
催
を
見
送
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
開
催
に
代
え

大
会
の
記
念
録
を
制
作
し
ま
し

た
。広

島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
長
表
彰（
老
人
ク
ラ
ブ
育

成
指
導
功
労
表
彰
41
名
・
特
別

表
彰
29
名
・
新
規
結
成
老
人
ク

ラ
ブ
表
彰
３
ク
ラ
ブ
・
感
謝
状
２

名
）と
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰（
活
動
賞
１
ク
ラ

ブ
・
育
成
功
労
表
彰
２
名
・
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
１
ク
ラ
ブ
・

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
表
彰（
１
市
町
老
連
）の

受
彰
者
名
簿
、
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
く
予
定
だ
っ
た
加
藤

重
子
教
授（
広
島
文
化
学
園
大

学
看
護
学
部
看
護
学
科
）に
よ

る
特
別
寄
稿
な
ど
を
掲
載
し
、

受
彰
者
や
参
加
予
定
者
、
関
係

機
関
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

60歳以上の人口が23名という山間部の地区で、新たに老人クラブを
立ち上げました。現在会員は11名で、60歳代の男性1人・女性2人、70
歳代の男性4人・女性2人、80歳代の男性2人という構成で、平均年齢は
74.2歳です。
老人クラブ創設のきっかけは、大竹市老人クラブ連合会会長でもあ

り、隣地区の単位老人クラブの会長でもある森脇さんから声をかけてい
ただいたことです。会長さんは老人クラブ活動に大変熱心に取り組まれ
ており、私たちの地区のような山間部にこそ地域で助け合い、絆を大事
にした老人クラブが必要だと言われ、その熱意に共感して会長を引き受
けました。
小さな集落なので自治会との連携は重要で、奉仕活動や清掃といっ

た自治会活動を一緒に実施しています。高齢者の孤立化を防ぐために
も少しでもお役に立つことができれば、老人クラブの存在意義になり、
会員の励みにもなります。
自治会だけでなく周囲の諸機関との

連携や情報共有をしながら、高齢者が
この地域で健康で活力のある豊かな時
を過ごすための一助となるような老人
クラブでありたいです。
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鳥
老
人
ク
ラ
ブ

焚
場
老
人
ク
ラ
ブ

東
才
町
長
寿
会

山
家
長
寿
会

比
叡
尾
下
長
寿
ク
ラ
ブ

本
村
老
人
ク
ラ
ブ

木
戸
ダ
ル
マ
会

更
地
万
年
青
会

梅
原
第
二
万
年
青
会

原
第
一
万
年
青
会

二
神
老
人
ク
ラ
ブ

愛
親
老
人
ク
ラ
ブ

寿
徳
会

能
美
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
鹿
川
福
寿
会

江
田
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
２
部
錦
会

小
市
場
白
寿
会

小
原
長
命
会

老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

大
西
長
寿
会

木
津
和
老
人
ク
ラ
ブ

呉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

竹
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

二
楽
平
塩
会

梅
寿
会

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
委
員
会

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
若
手
委
員
会

東
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

曙
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

手
城
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

走
島
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

神
村
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

東
村
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

加
茂
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

幕
山
ば
く
ざ
ん
会

船
所
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

信
貞
信
和
会

三
次
亀
寿
会

大
竹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

東
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

飯
田
上
組
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ

塩
屋
万
年
青
会
地
区
連
合
会

塩
屋
万
年
青
会
地
区
連
合
会

宮
島
口
万
年
青
会
地
区
連
合
会

宮
島
口
万
年
青
会
地
区
連
合
会

江
田
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

府
中
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
務
部

殿
賀
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

鮴
崎
長
寿
会

広
１
６
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

朝
日
会

福
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

廿
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
表
彰

特
別
表
彰

新
規
結
成
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

感
謝
状
贈
呈

育
成
功
労
表
彰

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

令
和
三
年
度 

広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
敬
称
略
）

理
事
長
表
彰
等
受
彰
者
名
簿

祝
《
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
》

《
学
区・地
区・支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
》

《
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
》

2
0
2
1
活
動
賞

【
伝
達
表
彰
】

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

【
受
章
報
告
】

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

し
ま
な
み
会
 

比
作
老
人
会
 

山
香
ば
し
ク
ラ
ブ
 

明
王
台
学
区
老
人
ク
ラ
ブ 

仲
間
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

錦
水
ク
ラ
ブ

小
坂
町
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会
連
合
会

2021年2月 ▼2022年2月県老連会議・研修会報告

「
令
和
３
年
度
広
島
県

 

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」の

 

記
念
録
を
制
作
し
ま
し
た

「
令
和
３
年
度
広
島
県

 

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」の

 

記
念
録
を
制
作
し
ま
し
た

●第１回 市町老連事務局長会議

▼４月14日（木） ▼県社会福祉会館

●令和４年度 定時評議員会

▼６月15日（水） ▼県社会福祉会館

●県老連女性委員会総会・研修会

▼７月12日（火） ▼県社会福祉会館

●県老連若手委員会総会・研修会

▼７月20日（水） ▼県社会福祉会館

●第２回 リーダー養成研修会

▼８月中・下旬 ▼県社会福祉会館

●令和４年度 市町老連会長会議・研修会
▼９月14日（水） ▼県社会福祉会館

●老人クラブ活動活性化活動推進委員会

▼９月下旬 ▼県社会福祉会館

●令和４年度 監事会

▼５月13日（金） ▼県社会福祉会館

●第１回 県老連三役会議

▼５月20日（金） ▼県社会福祉会館

●第30回 理事会

▼５月26日（木） ▼県社会福祉会館

●中国ブロック県・指定都市
　老人クラブ連合会連絡協議会

▼４月21日（木） ▼広島県呉市

●広報誌編集委員会
　（第102号：９月末発行予定）

▼６月３日（金） ▼県社会福祉会館

●中国・四国ブロック
　老人クラブリーダー研修会（１泊２日）

▼７月７日（木）～７月８日（金） ▼岡山県

第25回 理事会・
令和2年度 臨時評議員会
▶2/25（木）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和2年度
第2回 高齢者相互支援推進会議
▶3/25（木）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

市町老連会長会議・事務局長合同会議
▶12/10（金）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

第1回 市町老連事務局長会議
▶4/16（金）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

広報誌101号 編集委員会
▶11/15（月）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和3年度 若手委員会総会・研修会
▶11/17（水）13：00～15：30
▶広島県社会福祉会館

県老連 第2回 三役会議
▶11/25（木）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館
※第１回（5月）は書面開催

令和3年度 女性委員会総会・研修会
▶7/27（火）13：30～15：30
▶広島県社会福祉会館

令和3年度 広島県老人クラブ大会
▶10/9（金）開催予定→中止
※大会記念録を作成し、11/2各市町老連に配布

令和４年度 上半期 主要行事予定

安芸
高田市 下岡 多美枝さん（70歳）

会 長 

令和3年4月1日発足／会員数 10名／甲田町下小原地区

山香ばしクラブ
やま こう

尾道市 西島 完治さん（77歳）会 長 

令和3年4月1日発足／会員数 30名／向東地区

しまなみ会 大竹市 木下 誼さん（74歳）
よしみ

会 長 

令和3年4月1日発足／会員数 11名／小方地区

比作老人会
ひっつくり

お がた

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（4）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（5） 2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
予
定
し
て
い
た
行
事

や
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

感
染
が
落
ち
着
い
た
狭
間
を

縫
っ
て
、
今
年
度
の
市
町
老
連

会
長
会
議
と
事
務
局
長
会
議
を

合
同
で
開
き
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
の
影
響
で
、
延
期
続

き
だ
っ
た
行
事
の
開
催
日
と
重

な
っ
た
た
め
、
止
む
無
く
欠
席

さ
れ
た
１
町
を
除
く
21
市
町
か

ら
、
会
長
・
事
務
局
長
な
ど
42

名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
は
、
県
老
連

鈴
木
理
事
長
か
ら
、「
会
長
と
事

務
局
長
が
同
席
し
て
の
会
議
は

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
が
、
山

積
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
課
題
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
会

長
と
事
務
局
長
が
認
識
を
共
に

し
、
一
緒
に
な
っ
て

努
力
し
て
い
く
契
機

に
し
て
ほ
し
い
」
と

の
期
待
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

最
初
の
「
報
告
・

連
絡
」
で
は
、
始
め

に
中
国
運
輸
局
鉄
道

安
全
部
指
導
課
の
大

岩
克
幸
課
長
補
佐
か

ら
、
最
近
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
踏
切
に

関
係
す
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
要
望
に
応

じ
て
各
地
で
「
踏
切

安
全
教
室
」
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
市
町

老
連
に
お
け
る
事
業
計
画
策
定

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

県
老
連
が
新
年
度
に
予
定
し
て

い
る
行
事
等
の
案
を
お
示
し
し

ま
し
た
。

ま
た
、
県
老
連
の
広
報
誌
が

発
行
か
ら
100
号
を
迎
え
た
の
を

機
に
、
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

募
集
し
て
い
た
県
老
連
の
愛
称

〝
花
〞
が
「
ひ
ま
わ
り
」
に
決

ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

「
情
勢
説
明
」
で
は
、「
地
域

共
生
社
会
に
お
け
る
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
、
広

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
共

生
社
会
推
進
室
長
の
河
内
広
行

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
と
人
、

人
と
社
会
が
つ
な
が
り
、
一
人

ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を

持
っ
て
支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
社
会
（
地
域
共
生
社
会
）
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
を
始
め
と
す
る
地
域

づ
く
り
の
多
様
な
担
い
手
が
出

会
い
、
活
動
を
創
造
し
、
展
開

し
て
い
く
場
が
基
点
と
な
る
と

い
っ
た
お
話
で
し
た
。

国
を
挙
げ
て
実
現
を
め
ざ
し

て
い
る
地
域
共
生
社
会
で
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
ど
う
い
う
役
回

り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
、

引
き
続
き
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
課
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

最
後
に
、「
協
議
・
情
報
交
換
」

で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ

め
各
市
町
か
ら
市
町
老
連
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、
協
議
・

情
報
交
換
を
希
望
す
る
テ
ー
マ

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
30
件
近

い
数
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
テ
ー
マ
を
①
ク
ラ
ブ

活
動
の
活
性
化
に
関
す
る
提
案

と
、②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動

に
関
す
る
提
案
の
２
つ
に
絞
っ

て
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
関

し
て
は
、
各
地
域
で
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
情
報
の
交
流
が
な

い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
県
老
連

令
和
３
年
７
月
27
日
（
火
）
13

時
半
か
ら
、
令
和
３
年
度
女
性
委

員
会
総
会
・
研
修
会
を
広
島
県
社

会
福
祉
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
総
会

は
書
面
決
議
と
な
り
開
催
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
時
間

を
短
縮
し
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う

十
分
な
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら

開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
年
度
は
役
員
改

選
期
（
２
年
毎
）
の
た
め
、
ま
ず

常
任
委
員
７
名
（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

１
名
・
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
１
名
・
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
２
名
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

２
名
・
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
１
名
）
を

選
出
し
、
そ
の
中
か
ら
委
員
長
１

名
と
副
委
員
長
２
名
を
互
選
に
よ

り
選
任
し
ま
し
た
。
以
下
が
、
役

員
に
選
出
さ
れ
た
方
々
で
す
。

●
女
性
委
員
長
：
川
口
鈴
江
さ
ん

（
呉
市
）

●
女
性
副
委
員
長
：
清
水
富
子
さ

ん
（
大
竹
市
）・
門
田
芳
惠
さ

ん
（
府
中
市
）

●
常
任
委
員
：
福
川
吹
子
さ
ん（
竹

原
市
）・
細
谷
里
子
さ
ん
（
尾

道
市
）・
井
上
弘
子
さ
ん
（
福

山
市
）・
坂
居
君
枝
さ
ん
（
三

次
市
）

次
に
、
令
和
３
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
し
、

特
に
「
広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

で
の
運
営
に
つ
い
て
の
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
川
口
委

員
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
委
員
と

し
て
、
で
き
る
範
囲
で
で
き
る
活

動
を
し
て
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
事
も
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
無
く

し
て
は
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
２
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
女
性
委
員
22
名
中
16

名
（
新
任
４
名
）
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
役
員
選
任
等
の
議

題
が
承
認
さ
れ
、
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
研
修
会
に
移
り
「
特

殊
詐
欺
の
現
状
と
対
策
」
と
題
し

て
、
広
島
県
警
察
本
部
・
生
活
安

全
部
生
活
安
全
総
務
課
の
減
ら
そ

う
犯
罪
情
報
官
・
池
岡
晴
樹
氏
に

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

手
口
と
し
て
は
架
空
料
金
請
求
詐

欺
の
件
数
・
被
害
額
が
多
く
、
被

害
金
の
交
付
形
態
と
し
て
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
手
交
が
多
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

▼
令
和
３
年
７
月
27
日（
火
）　
▼
広
島
県
社
会
福
祉
会
館

女
性
委
員
会
総
会
・
研
修
会

高
齢
者
の
固
定
電
話
が
狙
わ
れ

て
い
る
の
で
、
犯
人
と
直
接
話
を

し
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
防

犯
機
能
付
き
電
話
の
設
置
、
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
導
入
、
非

通
知
電
話
の
設
定
拒
否
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
「
常
に
留
守
番
電
話
に
し
て

お
く
、
家
族
で
合
言
葉
を
決
め
る
」

な
ど
は
、
す
ぐ
に
で
も
実
行
で
き

る
と
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
は
う
な

ず
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

県
老
連
女
性
委
員
会
で
は
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
３
年
前
に
は
詐
欺
被
害
防
止

寸
劇
の
D
V
D
を
作
成
し
た
実
績

が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分

か
れ
て
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
活
動

に
つ
い
て
現
状
を
話
し
合
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
市
町
老
連
主
催
の

行
事
や
女
性
委
員
会
で
D
V
D
を

参
考
に
勉
強
会
を
実
施
し
、
寸
劇

活
動
を
し
て
い
る
市
町
老
連
も
あ

り
ま
し
た
。

年
々
、
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
新
し
い
手
口
を

知
り
、
そ
れ
を
地
域
に
伝
え
る
役

割
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
意
見
が
一

致
し
、
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

当
初
は
８
月
に
開
催
す
る
計
画

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
開

催
を
延
期
し
て
い
た
も
の
で
す
。

若
手
委
員
会
設
置
規
程
で
委
員

の
任
期
は
２
年
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
任
期
が
令
和
３
年
５
月
で
満

了
し
た
た
め
、
新
た
に
20
市
町
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
35
名
が
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日

は
そ
の
う
ち
22
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
ま
ず
委
嘱
替
え
に

伴
う
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任

が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
は
松
葉 

勉

委
員
（
福
山
市
老
連
）
が
、
副
委

員
長
に
は
北
　
保
夫
委
員
（
廿
日

市
市
老
連
）と
冨
永
淳
子
委
員（
安

芸
高
田
市
老
連
）
が
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
松
葉 

勉
新
委
員
長
か

ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
名
ず
つ
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
常
任
委
員

の
指
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
と
副
委
員
長
は
、
自
動

的
に
常
任
委
員
と
な
る
こ
と
が
規

程
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

東
部
・
西
部
・
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
以

外
で
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
奥
本 

瞳

委
員
（
呉
市
老
連
）、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
は
島
﨑
マ
ス
子
（
尾
道
市
老
連
）

が
そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
の
研
修
会

で
は
、
３
月
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
活
性
化
推
進
委
員
会
」
か
ら
答

申
の
あ
っ
た
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
存

続
・
活
性
化
に
向
け
た
具
体
的
提

言
」
の
具
体
化
方
策
な
ど
に
つ
い

て
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
言
で
は
、①
会
員
増
強
運
動

の
再
構
築
、②
新
た
な
リ
ー
ダ
ー

養
成
の
取
り
組
み
、③
日
常
的
な

集
ま
り
・
集
い
の
場
づ
く
り
の
普

及
促
進
、④
市
町
老
連
・
地
区
学

区
老
連
・
単
老
間
の
確
実
な
情
報

交
換
の
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、

全
て
の
市
町
老
連
と
、
可
能
な
市

町
老
連
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
内
容
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
研
修
会
で
は
あ
ら

か
じ
め
こ
の
提
言
項
目
の
順
に
Ａ

か
ら
Ｄ
の
４
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け

を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
で
割
り
当

て
ら
れ
た
項
目
に
つ
い
て
討
議
と

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議

論
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
各

委
員
か
ら
自
分
が
所
属
す
る
グ

▼
令
和
３
年
11
月
17
日（
水
） 
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若
手
委
員
会
総
会
・
研
修
会

ル
ー
プ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
項
目

に
対
す
る
意
見
な
ど
を
あ
ら
か
じ

め
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
当
日
は

そ
れ
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
を
資

料
と
し
て
準
備
し
ま
し
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
会
員
の
高

齢
化
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
も
難
し
く

な
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
中

で
必
要
な
組
織
と
し
て
認
め
ら
れ

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
危
機
感
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
お
祭
り
や
地
域

の
行
事
な
ど
自
治
会
と
の
連
携
、

趣
味
の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
な
ど
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
社
会
参
加
等
を
通

じ
て
中
に
溶
け
込
み
、
構
築
し
た

人
間
関
係
で
新
た
な
会
員
を
勧
誘

し
て
い
く
し
か
な
い
と
い
っ
た
提

案
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
会
員
の
高

齢
化
や
定
年
延
長
な
ど
で
、
リ
ー

ダ
ー
を
引
き
継
ぐ
べ
き
年
代
層
が

空
白
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
課
題

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
市
町
老
連
と
し
て
も
若
手
委

員
会
の
組
織
化
を
進
め
る
と
と
も

市
町
老
連
会
長
・
事
務
局
長
合
同
会
議

▼
令
和
３
年
12
月
10
日（
金
） 
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新
役
員
７
名
が
選
任
さ
れ
る

減
ら
そ
う
犯
罪
情
報
官
を

招
い
て

運
営
体
制
の
見
直
し
な
ど
を
報
告

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に

力
を
入
れ
る

に
、
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
力
を

付
け
て
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
は
な
く
、
会
員
自
ら
が
地

域
の
問
題
な
ど
を
洗
い
出
し
、
そ

の
解
決
方
法
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
で
、
会
員
の
連
携
も
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
や
、

県
老
連
の
若
手
委
員
会
で
は
、
も
っ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
場

を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要

望
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
情
報
伝
達

が
上
手
く
い
っ
て
い
る
単
老
は
、

会
長
・
副
会
長
・
事
務
局
の
体
制

や
役
割
分
担
が
き
ち
ん
と
で
き
て

い
る
と
い
っ
た
報
告
や
、
こ
れ
か

ら
は
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
す
る
方
法
も

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
白
熱
し
た

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
の
テ
ー
マ
も
す
ぐ
に
解
決
方

法
が
見
付
か
る
ほ
ど
簡
単
な
も
の

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
研
修

会
を
契
機
に
、
各
地
域
で
も
待
っ

た
な
し
の
議
論
が
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
て
い
た

「
総
会
・
研
修
会
」を
開
催

活
性
化
推
進
委
員
会
に
よ
る

答
申
の
具
体
化
に
向
け
て

グ
ル
ー
プ
討
議
で

　
　
　
　
議
論
を
深
め
る

市
町
老
連
会
長
と
事
務
局
長
に
よ
る

　
　
　
　
　
　初
め
て
の
合
同
会
議
を
開
催

▼
令
和
３
年
４
月
16
日（
金
） 

▼
広
島
県
社
会
福
祉
会
館

第
１
回

市
町
老
連
事
務
局
長
会
議

令
和
３
年
度
に
入
っ
て
初
め
て
の
顔
合
わ
せ

と
な
る
こ
の
会
議
で
は
、
鈴
木
理
事
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
令
和
３
年
度
の
事
業
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
、
４
月
に
就
任
し
た
鹿
田

事
務
局
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
と
理
事

の
改
選
が
行
わ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
評
議
員
・

理
事
数
の
削
減
や

「
運
営
委
員
会
」
の

廃
止
と
「
三
役
会
」

の
新
設
な
ど
、
経
費

削
減
と
運
営
の
効
率

化
を
図
る
た
め
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

と
し
て
「
健
康
寿
命
を
全
国
一

に
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
テ
ー

マ
を
決
め
、
そ
れ
に
向
け
た
取

組
を
実
践
し
交
流
を
図
る
こ
と

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
い
っ
た

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
単
位
ク
ラ
ブ

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
会
長
後

継
者
の
掘
り
起
こ
し
や
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
た
め
の
一
つ
の
試

み
と
し
て
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

に
定
年
制
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
と
い
っ
た
提
案
も
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
会
員
数
減
少

対
策
の
鍵
と
な
る
次
世
代
の
加

入
促
進
に
つ
い
て
、
な
ぜ
加
入

が
進
ま
な
く
な
っ
た
の
か
と
い

う
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き

る
組
織
に
な
る
よ
う
10
年
先
を

見
据
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
意
見
な
ど
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

活
動
に
つ
い
て
は
、
計
画
し
て

い
た
行
事
を
軒
並
み
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
な
ど
、
い

ず
れ
の
市
町
老
連
か
ら
も
苦
労

さ
れ
て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
全
県
単
位
で

は
難
し
い
と
し
て
も
、
せ
め
て

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
活
動
再
開

は
で
き
な
い
も
の
か
と
い
っ
た

声
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
す
ぐ
に
は
答
え
を
出

せ
な
い
課
題
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
果
た

し
て
き
た
役
割
や
必
要
性
に
つ

い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組

み
が
ま
す
ま
す
重
要
な
時
代
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

鹿田新事務局長
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益
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令
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６
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廿
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22名
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△5名
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理　事

副理事長

大岩克幸課長補佐

河内広行室長

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（6）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（7） 2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
予
定
し
て
い
た
行
事

や
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

感
染
が
落
ち
着
い
た
狭
間
を

縫
っ
て
、
今
年
度
の
市
町
老
連

会
長
会
議
と
事
務
局
長
会
議
を

合
同
で
開
き
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
の
影
響
で
、
延
期
続

き
だ
っ
た
行
事
の
開
催
日
と
重

な
っ
た
た
め
、
止
む
無
く
欠
席

さ
れ
た
１
町
を
除
く
21
市
町
か

ら
、
会
長
・
事
務
局
長
な
ど
42

名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
は
、
県
老
連

鈴
木
理
事
長
か
ら
、「
会
長
と
事

務
局
長
が
同
席
し
て
の
会
議
は

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
が
、
山

積
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
課
題
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
会

長
と
事
務
局
長
が
認
識
を
共
に

し
、
一
緒
に
な
っ
て

努
力
し
て
い
く
契
機

に
し
て
ほ
し
い
」
と

の
期
待
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

最
初
の
「
報
告
・

連
絡
」
で
は
、
始
め

に
中
国
運
輸
局
鉄
道

安
全
部
指
導
課
の
大

岩
克
幸
課
長
補
佐
か

ら
、
最
近
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
踏
切
に

関
係
す
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
要
望
に
応

じ
て
各
地
で
「
踏
切

安
全
教
室
」
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
市
町

老
連
に
お
け
る
事
業
計
画
策
定

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

県
老
連
が
新
年
度
に
予
定
し
て

い
る
行
事
等
の
案
を
お
示
し
し

ま
し
た
。

ま
た
、
県
老
連
の
広
報
誌
が

発
行
か
ら
100
号
を
迎
え
た
の
を

機
に
、
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

募
集
し
て
い
た
県
老
連
の
愛
称

〝
花
〞
が
「
ひ
ま
わ
り
」
に
決

ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

「
情
勢
説
明
」
で
は
、「
地
域

共
生
社
会
に
お
け
る
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
、
広

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
共

生
社
会
推
進
室
長
の
河
内
広
行

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
と
人
、

人
と
社
会
が
つ
な
が
り
、
一
人

ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を

持
っ
て
支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
社
会
（
地
域
共
生
社
会
）
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
を
始
め
と
す
る
地
域

づ
く
り
の
多
様
な
担
い
手
が
出

会
い
、
活
動
を
創
造
し
、
展
開

し
て
い
く
場
が
基
点
と
な
る
と

い
っ
た
お
話
で
し
た
。

国
を
挙
げ
て
実
現
を
め
ざ
し

て
い
る
地
域
共
生
社
会
で
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
ど
う
い
う
役
回

り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
、

引
き
続
き
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
課
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

最
後
に
、「
協
議
・
情
報
交
換
」

で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ

め
各
市
町
か
ら
市
町
老
連
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、
協
議
・

情
報
交
換
を
希
望
す
る
テ
ー
マ

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
30
件
近

い
数
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
テ
ー
マ
を
①
ク
ラ
ブ

活
動
の
活
性
化
に
関
す
る
提
案

と
、②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動

に
関
す
る
提
案
の
２
つ
に
絞
っ

て
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
関

し
て
は
、
各
地
域
で
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
情
報
の
交
流
が
な

い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
県
老
連

令
和
３
年
７
月
27
日
（
火
）
13

時
半
か
ら
、
令
和
３
年
度
女
性
委

員
会
総
会
・
研
修
会
を
広
島
県
社

会
福
祉
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
総
会

は
書
面
決
議
と
な
り
開
催
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
時
間

を
短
縮
し
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う

十
分
な
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら

開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
年
度
は
役
員
改

選
期
（
２
年
毎
）
の
た
め
、
ま
ず

常
任
委
員
７
名
（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

１
名
・
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
１
名
・
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
２
名
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

２
名
・
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
１
名
）
を

選
出
し
、
そ
の
中
か
ら
委
員
長
１

名
と
副
委
員
長
２
名
を
互
選
に
よ

り
選
任
し
ま
し
た
。
以
下
が
、
役

員
に
選
出
さ
れ
た
方
々
で
す
。

●
女
性
委
員
長
：
川
口
鈴
江
さ
ん

（
呉
市
）

●
女
性
副
委
員
長
：
清
水
富
子
さ

ん
（
大
竹
市
）・
門
田
芳
惠
さ

ん
（
府
中
市
）

●
常
任
委
員
：
福
川
吹
子
さ
ん（
竹

原
市
）・
細
谷
里
子
さ
ん
（
尾

道
市
）・
井
上
弘
子
さ
ん
（
福

山
市
）・
坂
居
君
枝
さ
ん
（
三

次
市
）

次
に
、
令
和
３
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
し
、

特
に
「
広
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

で
の
運
営
に
つ
い
て
の
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
川
口
委

員
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
委
員
と

し
て
、
で
き
る
範
囲
で
で
き
る
活

動
を
し
て
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
事
も
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
無
く

し
て
は
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
２
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
女
性
委
員
22
名
中
16

名
（
新
任
４
名
）
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
役
員
選
任
等
の
議

題
が
承
認
さ
れ
、
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
研
修
会
に
移
り
「
特

殊
詐
欺
の
現
状
と
対
策
」
と
題
し

て
、
広
島
県
警
察
本
部
・
生
活
安

全
部
生
活
安
全
総
務
課
の
減
ら
そ

う
犯
罪
情
報
官
・
池
岡
晴
樹
氏
に

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

手
口
と
し
て
は
架
空
料
金
請
求
詐

欺
の
件
数
・
被
害
額
が
多
く
、
被

害
金
の
交
付
形
態
と
し
て
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
手
交
が
多
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

▼
令
和
３
年
７
月
27
日（
火
）　
▼
広
島
県
社
会
福
祉
会
館

女
性
委
員
会
総
会
・
研
修
会

高
齢
者
の
固
定
電
話
が
狙
わ
れ

て
い
る
の
で
、
犯
人
と
直
接
話
を

し
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
防

犯
機
能
付
き
電
話
の
設
置
、
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
導
入
、
非

通
知
電
話
の
設
定
拒
否
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
「
常
に
留
守
番
電
話
に
し
て

お
く
、
家
族
で
合
言
葉
を
決
め
る
」

な
ど
は
、
す
ぐ
に
で
も
実
行
で
き

る
と
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
は
う
な

ず
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

県
老
連
女
性
委
員
会
で
は
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
３
年
前
に
は
詐
欺
被
害
防
止

寸
劇
の
D
V
D
を
作
成
し
た
実
績

が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分

か
れ
て
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
活
動

に
つ
い
て
現
状
を
話
し
合
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
市
町
老
連
主
催
の

行
事
や
女
性
委
員
会
で
D
V
D
を

参
考
に
勉
強
会
を
実
施
し
、
寸
劇

活
動
を
し
て
い
る
市
町
老
連
も
あ

り
ま
し
た
。

年
々
、
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
新
し
い
手
口
を

知
り
、
そ
れ
を
地
域
に
伝
え
る
役

割
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
意
見
が
一

致
し
、
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

当
初
は
８
月
に
開
催
す
る
計
画

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
開

催
を
延
期
し
て
い
た
も
の
で
す
。

若
手
委
員
会
設
置
規
程
で
委
員

の
任
期
は
２
年
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
任
期
が
令
和
３
年
５
月
で
満

了
し
た
た
め
、
新
た
に
20
市
町
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
35
名
が
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日

は
そ
の
う
ち
22
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
ま
ず
委
嘱
替
え
に

伴
う
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任

が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
は
松
葉 

勉

委
員
（
福
山
市
老
連
）
が
、
副
委

員
長
に
は
北
　
保
夫
委
員
（
廿
日

市
市
老
連
）と
冨
永
淳
子
委
員（
安

芸
高
田
市
老
連
）
が
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
松
葉 

勉
新
委
員
長
か

ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
名
ず
つ
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
常
任
委
員

の
指
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
と
副
委
員
長
は
、
自
動

的
に
常
任
委
員
と
な
る
こ
と
が
規

程
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

東
部
・
西
部
・
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
以

外
で
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
奥
本 

瞳

委
員
（
呉
市
老
連
）、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
は
島
﨑
マ
ス
子
（
尾
道
市
老
連
）

が
そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
の
研
修
会

で
は
、
３
月
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
活
性
化
推
進
委
員
会
」
か
ら
答

申
の
あ
っ
た
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
存

続
・
活
性
化
に
向
け
た
具
体
的
提

言
」
の
具
体
化
方
策
な
ど
に
つ
い

て
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
言
で
は
、①
会
員
増
強
運
動

の
再
構
築
、②
新
た
な
リ
ー
ダ
ー

養
成
の
取
り
組
み
、③
日
常
的
な

集
ま
り
・
集
い
の
場
づ
く
り
の
普

及
促
進
、④
市
町
老
連
・
地
区
学

区
老
連
・
単
老
間
の
確
実
な
情
報

交
換
の
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、

全
て
の
市
町
老
連
と
、
可
能
な
市

町
老
連
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
内
容
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
研
修
会
で
は
あ
ら

か
じ
め
こ
の
提
言
項
目
の
順
に
Ａ

か
ら
Ｄ
の
４
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け

を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
で
割
り
当

て
ら
れ
た
項
目
に
つ
い
て
討
議
と

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議

論
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
各

委
員
か
ら
自
分
が
所
属
す
る
グ

▼
令
和
３
年
11
月
17
日（
水
） 

▼
広
島
県
社
会
福
祉
会
館

若
手
委
員
会
総
会
・
研
修
会

ル
ー
プ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
項
目

に
対
す
る
意
見
な
ど
を
あ
ら
か
じ

め
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
当
日
は

そ
れ
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
を
資

料
と
し
て
準
備
し
ま
し
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
会
員
の
高

齢
化
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
も
難
し
く

な
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
中

で
必
要
な
組
織
と
し
て
認
め
ら
れ

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
危
機
感
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
お
祭
り
や
地
域

の
行
事
な
ど
自
治
会
と
の
連
携
、

趣
味
の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
な
ど
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
社
会
参
加
等
を
通

じ
て
中
に
溶
け
込
み
、
構
築
し
た

人
間
関
係
で
新
た
な
会
員
を
勧
誘

し
て
い
く
し
か
な
い
と
い
っ
た
提

案
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
会
員
の
高

齢
化
や
定
年
延
長
な
ど
で
、
リ
ー

ダ
ー
を
引
き
継
ぐ
べ
き
年
代
層
が

空
白
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
課
題

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
市
町
老
連
と
し
て
も
若
手
委

員
会
の
組
織
化
を
進
め
る
と
と
も

市
町
老
連
会
長
・
事
務
局
長
合
同
会
議

▼
令
和
３
年
12
月
10
日（
金
） 

▼
広
島
県
社
会
福
祉
会
館

新
役
員
７
名
が
選
任
さ
れ
る

減
ら
そ
う
犯
罪
情
報
官
を

招
い
て

運
営
体
制
の
見
直
し
な
ど
を
報
告

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に

力
を
入
れ
る

に
、
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
力
を

付
け
て
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
は
な
く
、
会
員
自
ら
が
地

域
の
問
題
な
ど
を
洗
い
出
し
、
そ

の
解
決
方
法
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
で
、
会
員
の
連
携
も
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
や
、

県
老
連
の
若
手
委
員
会
で
は
、
も
っ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
場

を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要

望
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
情
報
伝
達

が
上
手
く
い
っ
て
い
る
単
老
は
、

会
長
・
副
会
長
・
事
務
局
の
体
制

や
役
割
分
担
が
き
ち
ん
と
で
き
て

い
る
と
い
っ
た
報
告
や
、
こ
れ
か

ら
は
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
す
る
方
法
も

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
白
熱
し
た

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
の
テ
ー
マ
も
す
ぐ
に
解
決
方

法
が
見
付
か
る
ほ
ど
簡
単
な
も
の

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
研
修

会
を
契
機
に
、
各
地
域
で
も
待
っ

た
な
し
の
議
論
が
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
て
い
た

「
総
会
・
研
修
会
」を
開
催

活
性
化
推
進
委
員
会
に
よ
る

答
申
の
具
体
化
に
向
け
て

グ
ル
ー
プ
討
議
で

　
　
　
　
議
論
を
深
め
る

市
町
老
連
会
長
と
事
務
局
長
に
よ
る

　
　
　
　
　
　初
め
て
の
合
同
会
議
を
開
催

▼
令
和
３
年
４
月
16
日（
金
） 

▼
広
島
県
社
会
福
祉
会
館

第
１
回

市
町
老
連
事
務
局
長
会
議

令
和
３
年
度
に
入
っ
て
初
め
て
の
顔
合
わ
せ

と
な
る
こ
の
会
議
で
は
、
鈴
木
理
事
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
令
和
３
年
度
の
事
業
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
、
４
月
に
就
任
し
た
鹿
田

事
務
局
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
と
理
事

の
改
選
が
行
わ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
評
議
員
・

理
事
数
の
削
減
や

「
運
営
委
員
会
」
の

廃
止
と
「
三
役
会
」

の
新
設
な
ど
、
経
費

削
減
と
運
営
の
効
率

化
を
図
る
た
め
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

と
し
て
「
健
康
寿
命
を
全
国
一

に
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
テ
ー

マ
を
決
め
、
そ
れ
に
向
け
た
取

組
を
実
践
し
交
流
を
図
る
こ
と

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
い
っ
た

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
単
位
ク
ラ
ブ

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
会
長
後

継
者
の
掘
り
起
こ
し
や
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
た
め
の
一
つ
の
試

み
と
し
て
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

に
定
年
制
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
と
い
っ
た
提
案
も
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
会
員
数
減
少

対
策
の
鍵
と
な
る
次
世
代
の
加

入
促
進
に
つ
い
て
、
な
ぜ
加
入

が
進
ま
な
く
な
っ
た
の
か
と
い

う
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き

る
組
織
に
な
る
よ
う
10
年
先
を

見
据
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
意
見
な
ど
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

活
動
に
つ
い
て
は
、
計
画
し
て

い
た
行
事
を
軒
並
み
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
な
ど
、
い

ず
れ
の
市
町
老
連
か
ら
も
苦
労

さ
れ
て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
全
県
単
位
で

は
難
し
い
と
し
て
も
、
せ
め
て

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
活
動
再
開

は
で
き
な
い
も
の
か
と
い
っ
た

声
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
す
ぐ
に
は
答
え
を
出

せ
な
い
課
題
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
果
た

し
て
き
た
役
割
や
必
要
性
に
つ

い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組

み
が
ま
す
ま
す
重
要
な
時
代
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

鹿田新事務局長

役  
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日
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福
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彦
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邉
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之
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井
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岡
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治
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田
坂
　
　
誠

松
本
　
彰
夫

理
事
長

副
理
事
長

監
　
事

評
議
員

常
務
理
事

理
　
事

改正前

22名

18名

4名

改正後

17名

9名

2名

増  減

△5名

△9名

△2名

区　分

評議員

理　事

副理事長

大岩克幸課長補佐

河内広行室長

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（6）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（7） 2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日



活性化を目指して活性化を目指して

安芸太田町シニアクラブ連合会で 20 年以上実施している活動に、
介護予防・脳いきいき教室として安芸太田町健康福祉課と連携して取
り組んでいる「シニア健康大学」があります。
当初は町内の集会所など数会場を回って開催していましたが、その
うち集約して大規模会場（病院等）1カ所で開催するようになりました。
6月から12 月の期間で月1回開催し、定員 60 名の講座がいつも満
席で、参加者の皆さんには大変人気のあった事業です。
しかし、高齢化に伴う運転免許の返納などの諸事情で会場までの
移動手段がだんだん難しくなり、送迎バスを出すなどして対処してい
ました。さらに、コロナ感染拡大による対策として少しでも参加しや
すいようにと平成 2 年から安芸太田町地域支援センターと川・森・文
化・交流センターの2カ所・定員28名で開催することとしたのですが、
コロナ禍の影響を受け、年度後半から創意工夫して実施するも1月
以降から中止せざるを得ませんでした。
今年度も、令和 3 年 12 月から令和 4 年 3月の期間中「少しでも
楽しめる場づくりに」と、月に1回第 3 水曜日に開催し、合計 4 回
の実施計画をたてました。会場は、昨年度と同様に安芸太田町地域
支援センター（午前）と川・森・文化・交流センター（午後）の2カ所です。
テーマは「Withコロナでできるレクレーションを通じてフレイルを予
防し、笑顔の輪を広げよう」、講師はひろしまレクリエーション協会副
会長の恵谷裕三先生です。

口腔体操・転倒予防体操・認知症ゲー
ム（シナプソロジー）など、集まって楽
しめるものと一人で楽しめるもの（持ち
帰り、自宅で実施できる）の 2 種類を
用意しました。シナプソロジーとは、「2
つのことを同時に行う」「左右で違う動
きをする」といった普段あまりしない動
作で脳に刺激を与えて活性化を図るも
のです。

12 月15日のシニア健康大学は 1年半ぶ
りの開催となり、参加者の方々は互いに久
しぶりの再会を喜ばれ、あっという間に 2
時間が過ぎました。そんな皆さんの笑顔を
みていると、「この企画はお役に立っている
のだ」と実感することができました。恵谷
先生は、「コロナ禍だから色々なことを自粛

しなければなりませんが、萎縮しないで、心身共に健康づくりは自分
にできることを実践しましょう」とおっしゃっていました。
残念ながら、オミクロン株感染者が増え広島県もまん延防止措置
がとられ、2回目の1月の教室は中止となりました。2月以降は様子
をみていくこととしています。

西部
ブロック

安芸太田町シニアクラブ連合会 会長   亀井  承經
20年以上継続している「シニア健康大学」

南部
ブロック マンネリを打破し、魅力ある行事を開催

熊野町老人クラブ連合会では、会員の方々に少しでも楽しんでもらえ
るよう、できるだけ多くの行事を開催するようにしています。
4月には一泊研修旅行を行い、1日目はグラウンド・ゴルフで体を動

かし、2日目には観光を楽しんでもらいます。夜は、美味しい食事とカ
ラオケで盛り上がり親睦を深めます。人気の一泊研修旅行でしたが、一
昨年よりコロナ禍の中で実施できませんでした。皆さんが集まるのを楽
しみにしているので、ウイズコロナでも実施できるよう、来年度より日
帰り旅行に切り替える予定です。

5月と 9月には、グラウン
ド・ゴルフ大会と山のゴルフ
大会を開催します。グラウン
ド・ゴルフ大会は熊野町民グ
ランドで開催し、予選と決勝
戦があり、200 人が参加す

る一大行事です。山のゴルフ大会は広島国際ゴルフ倶楽部で開き、参加
者は 20人前後。人数は少ないですが若手会員の声を反映した行事で、
シングル級の腕前の会員もおられるレベルの高い試合が展開されます。
6月には、芸能発表会を行っています。会員の関心が高く、参加者多

数のため昼休憩なしで朝 9 時から午後 4時まで開催しています。
踊りや歌など生き生きとした表情で発表しておられる顔を拝見すると、

老人クラブの存在意義を感じます。今年度もコロナ禍の影響で中止しま

したが、来年度は参加者や観客の人数
制限など諸問題を役員会で話し合い、
実施の方向で進めたいと思っています。
8月にはリーダー研修会を開催予定

でしたが、これも中止となりました。
一昨年より計画している研修会ですが、まだ一度も開催できていないの
で来年度こそはと意欲を燃やしています。
10 月には「筆の里町民文化祭」で、

町民会館の集会所を使い作品展を開き
ます。11単老から手作り作品や絵画・
写真などが出品され、最終日には神楽
もみられるので土日の二日間は多くの来
場者で賑わいます。
2月には例年囲碁大会を実施していますが、他の行事と同様に中止せ

ざるを得ませんでした。しかし、参加者が少ない行事なので、会員の声
を聞き来年度からは将棋大会に変更しようかと思っています。
こうして年間を通して多くの行事の運営に携わっておられる役員の

方々には大変ご苦労があり、会長としては感謝の気持ちでいっぱいです。
これからも熊野町老人クラブ連合会は、マンネリ化にならないよう常に
会員の声を聞き、「会員の健康と地域づくり」をモットーに進めていき
たいと思います。

熊野町老人クラブ連合会 会長   岡野  隆之

中部
ブロック

尾道市老人クラブ連合会 会長   大谷  博章
若手委員の交流の場「ボッチャ大会」を開催

尾道市老人クラブ連合会では、毎年会員増強の一環として若手部員
（地区代表）と非会員による「カローリング大会」を開催し、会員増強に
努めています。会場に近いクラブからの参加が大多数を占めてはいま
すが、単位クラブに非会員の参加者を募るよう依頼し、この大会がきっ
かけで新規に加入してくれる人もあり、一定の成果を達成できたと感じ
ています。
令和 3年度は会員増強の担い手である各単位クラブの『若手委員』

の活性化を図る目的で、一堂に会して交流を深め、絆を強める場とし
て、初めて「ボッチャ大会」を企画しました。11月17日（水）に、尾道
市長者ヶ原スポーツセンターで開催し、若手委員 39名が参加し楽しみ
ました。

ボッチャを初めて体験する参
加者のために、大本スポーツ推
進委員からルール等の説明が
ありました。赤・青それぞれ 6
球ずつ投げ、ジャックボール
（目標球）にいかに近づけるか
を競うスポーツであること。選
手 6人それぞれが投球する位
置は決められていること、投球ラインを踏んだり、投球したボールがサ
イドラインやエンドラインを超えると無効になることなどでした。
4コートに分かれて試合が開始され、最初は肩に力が入り思うように
投球ができず、「こんなはずではなかった」と残念がるジェスチャーをす
る人もいました。しかし、ゲームが進むにつれ、チームメイトのアドバ
イスを受けてリラックスし、絶好の場所に投球でき、「うまい！」の声があ
がるなど笑顔が増え、盛り上がりをみせていました。1点を取り合う
シーソーゲームや一方的に点を取られるケース、同点で終了したゲー
ムなど結果はさまざまでしたが、参加者はみな大会を楽しんでいたよう
でした。
試合を通じて若手委員同士の意思疎通が見受けられ、有意義な「ボッ

チャ大会」となりました。会員増強の要である若手委員の今後の活躍を
期待しています。

我が町は福山駅北側2㎞にあり、約50年前に山林を開発してできた比較
的新しい団地です。クラブは町内会の下部組織として設立され、今年5月
で40周年を迎えます。13年前の会員104人をピークに令和元年には会員
75人と、減少に歯止めがかかっていませんでした。
そこで、令和元年7月の役員会においてクラブ存続の危機から、“新たな

クラブ創り”を目指して協議を進めることとしました。
【令和元年9月役員会】クラブを取り巻く環境と現状分析をした結果、「若
手会員の入会不足による高齢化（平均81.4歳）」、「年会費免除（88歳以
上）会員の増加」、「後継者不足のため長期役員体制によるマンネリ化」の
3点を重要課題として取り組むことにしました。
【令和元年11月役員会】具体的行動目標として、「単なる会員拡大では
なく、老後の生きがいを共有できる仲間づくりとしての会員拡充を図る
（目標数100人）」、「活動や行事に多くの参加を見込める魅力ある“新たな

クラブ創り”」の2点を掲げま
した。
【令和2年4月から具体的な
対策、実施項目】「年会費免除
制度を廃止し、終生正会員と
して楽しく活動」「町内で［ク
ラブ入会ご案内］を回覧（年2回）」「役員会開催（年8回）要領を明確化し、
課題を共有」、「会員の活動状況を記録し、参加数の多い会員にインセン
ティブ［功労賞］を謹呈」→「年会費免除」は4月総会で承認。
【令和3年3月成果・検証】目標会員100人に対して98人（平均年齢79.3
歳は期初より2歳低下）、うち新会員30人（平均年齢75.4歳）の獲得に成功
しました。年会費免除制度の廃止で対象者15人の内9人が退会されました
が、その理由は町外への転出、施設への入所、入院等でした。
【令和3年4月更なる改善】「クラブ名を［向陽町老人クラブ］から［向陽シ
ニアクラブ］に改名」、「新会員から7人の新役員を選抜し、役員総数20人
（従来14人）に増員」。このことにより旧役員の負担軽減と、新役員の新た
な発想によりマンネリ化からの脱却を図りました。→これらは4月総会で承
認されました。
【令和3年12月現在】今年度は2人退会しましたが9人の新規加入があ
り、設立以来最高会員数の105人となりました。40周年記念事業として、
“新たなクラブ創り”のシンボル［クラブ旗］製作を決定し、作製中です。

東部
ブロック

福山市老人クラブ連合会 向陽シニアクラブ 会長   松田  吉弘
魅力ある“新たなクラブ創り”を追求することは、クラブ存続の必須条件

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（8）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（9） 2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日



活性化を目指して活性化を目指して

安芸太田町シニアクラブ連合会で 20 年以上実施している活動に、
介護予防・脳いきいき教室として安芸太田町健康福祉課と連携して取
り組んでいる「シニア健康大学」があります。
当初は町内の集会所など数会場を回って開催していましたが、その

うち集約して大規模会場（病院等）1カ所で開催するようになりました。
6月から12 月の期間で月1回開催し、定員 60 名の講座がいつも満
席で、参加者の皆さんには大変人気のあった事業です。
しかし、高齢化に伴う運転免許の返納などの諸事情で会場までの

移動手段がだんだん難しくなり、送迎バスを出すなどして対処してい
ました。さらに、コロナ感染拡大による対策として少しでも参加しや
すいようにと平成 2 年から安芸太田町地域支援センターと川・森・文
化・交流センターの2カ所・定員28名で開催することとしたのですが、
コロナ禍の影響を受け、年度後半から創意工夫して実施するも1月
以降から中止せざるを得ませんでした。
今年度も、令和 3 年 12 月から令和 4 年 3月の期間中「少しでも

楽しめる場づくりに」と、月に1回第 3 水曜日に開催し、合計 4 回
の実施計画をたてました。会場は、昨年度と同様に安芸太田町地域
支援センター（午前）と川・森・文化・交流センター（午後）の2カ所です。
テーマは「Withコロナでできるレクレーションを通じてフレイルを予
防し、笑顔の輪を広げよう」、講師はひろしまレクリエーション協会副
会長の恵谷裕三先生です。

口腔体操・転倒予防体操・認知症ゲー
ム（シナプソロジー）など、集まって楽
しめるものと一人で楽しめるもの（持ち
帰り、自宅で実施できる）の 2 種類を
用意しました。シナプソロジーとは、「2
つのことを同時に行う」「左右で違う動
きをする」といった普段あまりしない動
作で脳に刺激を与えて活性化を図るも
のです。

12 月15日のシニア健康大学は 1年半ぶ
りの開催となり、参加者の方々は互いに久
しぶりの再会を喜ばれ、あっという間に 2
時間が過ぎました。そんな皆さんの笑顔を
みていると、「この企画はお役に立っている
のだ」と実感することができました。恵谷
先生は、「コロナ禍だから色々なことを自粛

しなければなりませんが、萎縮しないで、心身共に健康づくりは自分
にできることを実践しましょう」とおっしゃっていました。
残念ながら、オミクロン株感染者が増え広島県もまん延防止措置
がとられ、2回目の1月の教室は中止となりました。2月以降は様子
をみていくこととしています。

西部
ブロック

安芸太田町シニアクラブ連合会 会長   亀井  承經
20年以上継続している「シニア健康大学」

南部
ブロック マンネリを打破し、魅力ある行事を開催

熊野町老人クラブ連合会では、会員の方々に少しでも楽しんでもらえ
るよう、できるだけ多くの行事を開催するようにしています。
4月には一泊研修旅行を行い、1日目はグラウンド・ゴルフで体を動

かし、2日目には観光を楽しんでもらいます。夜は、美味しい食事とカ
ラオケで盛り上がり親睦を深めます。人気の一泊研修旅行でしたが、一
昨年よりコロナ禍の中で実施できませんでした。皆さんが集まるのを楽
しみにしているので、ウイズコロナでも実施できるよう、来年度より日
帰り旅行に切り替える予定です。

5月と 9月には、グラウン
ド・ゴルフ大会と山のゴルフ
大会を開催します。グラウン
ド・ゴルフ大会は熊野町民グ
ランドで開催し、予選と決勝
戦があり、200 人が参加す

る一大行事です。山のゴルフ大会は広島国際ゴルフ倶楽部で開き、参加
者は 20人前後。人数は少ないですが若手会員の声を反映した行事で、
シングル級の腕前の会員もおられるレベルの高い試合が展開されます。
6月には、芸能発表会を行っています。会員の関心が高く、参加者多

数のため昼休憩なしで朝 9 時から午後 4時まで開催しています。
踊りや歌など生き生きとした表情で発表しておられる顔を拝見すると、

老人クラブの存在意義を感じます。今年度もコロナ禍の影響で中止しま

したが、来年度は参加者や観客の人数
制限など諸問題を役員会で話し合い、
実施の方向で進めたいと思っています。
8月にはリーダー研修会を開催予定

でしたが、これも中止となりました。
一昨年より計画している研修会ですが、まだ一度も開催できていないの
で来年度こそはと意欲を燃やしています。
10 月には「筆の里町民文化祭」で、

町民会館の集会所を使い作品展を開き
ます。11単老から手作り作品や絵画・
写真などが出品され、最終日には神楽
もみられるので土日の二日間は多くの来
場者で賑わいます。
2月には例年囲碁大会を実施していますが、他の行事と同様に中止せ

ざるを得ませんでした。しかし、参加者が少ない行事なので、会員の声
を聞き来年度からは将棋大会に変更しようかと思っています。
こうして年間を通して多くの行事の運営に携わっておられる役員の

方々には大変ご苦労があり、会長としては感謝の気持ちでいっぱいです。
これからも熊野町老人クラブ連合会は、マンネリ化にならないよう常に
会員の声を聞き、「会員の健康と地域づくり」をモットーに進めていき
たいと思います。

熊野町老人クラブ連合会 会長   岡野  隆之

中部
ブロック

尾道市老人クラブ連合会 会長   大谷  博章
若手委員の交流の場「ボッチャ大会」を開催

尾道市老人クラブ連合会では、毎年会員増強の一環として若手部員
（地区代表）と非会員による「カローリング大会」を開催し、会員増強に
努めています。会場に近いクラブからの参加が大多数を占めてはいま
すが、単位クラブに非会員の参加者を募るよう依頼し、この大会がきっ
かけで新規に加入してくれる人もあり、一定の成果を達成できたと感じ
ています。
令和 3年度は会員増強の担い手である各単位クラブの『若手委員』

の活性化を図る目的で、一堂に会して交流を深め、絆を強める場とし
て、初めて「ボッチャ大会」を企画しました。11月17日（水）に、尾道
市長者ヶ原スポーツセンターで開催し、若手委員 39名が参加し楽しみ
ました。

ボッチャを初めて体験する参
加者のために、大本スポーツ推
進委員からルール等の説明が
ありました。赤・青それぞれ 6
球ずつ投げ、ジャックボール
（目標球）にいかに近づけるか
を競うスポーツであること。選
手 6人それぞれが投球する位
置は決められていること、投球ラインを踏んだり、投球したボールがサ
イドラインやエンドラインを超えると無効になることなどでした。
4コートに分かれて試合が開始され、最初は肩に力が入り思うように
投球ができず、「こんなはずではなかった」と残念がるジェスチャーをす
る人もいました。しかし、ゲームが進むにつれ、チームメイトのアドバ
イスを受けてリラックスし、絶好の場所に投球でき、「うまい！」の声があ
がるなど笑顔が増え、盛り上がりをみせていました。1点を取り合う
シーソーゲームや一方的に点を取られるケース、同点で終了したゲー
ムなど結果はさまざまでしたが、参加者はみな大会を楽しんでいたよう
でした。
試合を通じて若手委員同士の意思疎通が見受けられ、有意義な「ボッ

チャ大会」となりました。会員増強の要である若手委員の今後の活躍を
期待しています。

我が町は福山駅北側2㎞にあり、約50年前に山林を開発してできた比較
的新しい団地です。クラブは町内会の下部組織として設立され、今年5月
で40周年を迎えます。13年前の会員104人をピークに令和元年には会員
75人と、減少に歯止めがかかっていませんでした。
そこで、令和元年7月の役員会においてクラブ存続の危機から、“新たな

クラブ創り”を目指して協議を進めることとしました。
【令和元年9月役員会】クラブを取り巻く環境と現状分析をした結果、「若
手会員の入会不足による高齢化（平均81.4歳）」、「年会費免除（88歳以
上）会員の増加」、「後継者不足のため長期役員体制によるマンネリ化」の
3点を重要課題として取り組むことにしました。
【令和元年11月役員会】具体的行動目標として、「単なる会員拡大では
なく、老後の生きがいを共有できる仲間づくりとしての会員拡充を図る
（目標数100人）」、「活動や行事に多くの参加を見込める魅力ある“新たな

クラブ創り”」の2点を掲げま
した。
【令和2年4月から具体的な
対策、実施項目】「年会費免除
制度を廃止し、終生正会員と
して楽しく活動」「町内で［ク
ラブ入会ご案内］を回覧（年2回）」「役員会開催（年8回）要領を明確化し、
課題を共有」、「会員の活動状況を記録し、参加数の多い会員にインセン
ティブ［功労賞］を謹呈」→「年会費免除」は4月総会で承認。
【令和3年3月成果・検証】目標会員100人に対して98人（平均年齢79.3
歳は期初より2歳低下）、うち新会員30人（平均年齢75.4歳）の獲得に成功
しました。年会費免除制度の廃止で対象者15人の内9人が退会されました
が、その理由は町外への転出、施設への入所、入院等でした。
【令和3年4月更なる改善】「クラブ名を［向陽町老人クラブ］から［向陽シ
ニアクラブ］に改名」、「新会員から7人の新役員を選抜し、役員総数20人
（従来14人）に増員」。このことにより旧役員の負担軽減と、新役員の新た
な発想によりマンネリ化からの脱却を図りました。→これらは4月総会で承
認されました。
【令和3年12月現在】今年度は2人退会しましたが9人の新規加入があ
り、設立以来最高会員数の105人となりました。40周年記念事業として、
“新たなクラブ創り”のシンボル［クラブ旗］製作を決定し、作製中です。

東部
ブロック

福山市老人クラブ連合会 向陽シニアクラブ 会長   松田  吉弘
魅力ある“新たなクラブ創り”を追求することは、クラブ存続の必須条件

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（8）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（9） 2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日



車内での
転倒事故の防止に
ご理解と

ご協力をお願い
いたします。

走行中、やむをえず急ブレーキを
かける場合があります。

公益社団法人  広島県バス協会

●乗車中は着席しましょう。
●満席で立っている場合は手すり、つり革に
　しっかりつかまりましょう。
●降車・席の移動・両替などで
　席を立つのはバスが完全に
　停車してからお願いします。

バスの車内事故は、バスの
発進時や停車時に発生する
ケースが圧倒的に多く、特に、
被害にあわれる方の約８割が
高齢の女性の方です。
ご高齢の方は、転倒しやすく、
また、転倒すると大けがをし
やすいためご注意ください。

バスが止まり扉が開いてから席をお立ちください。

バスがつなぐ、
わたしたちの街。

なくそ
う！

あせらなくても大丈夫！

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

活性化を目指して
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●
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な
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温
か
く
な
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『
シ
ル
バ
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リ
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め
よ
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!!

飛
田 

育
美

庄
原
市 

高
齢
者
福
祉
課 

保
健
師

保健医療
コラム

公
務
員
と
し
て
定
年
ま
で
働
き
、

そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
役
職
を
経
て
、

現
在
は
庄
原
市
老
連
女
性
委
員
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
口
和
本
の
会
」を
設
立

学
校
の
週
５
日
制
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ま
っ
た
平

成
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年
に
、
土
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に
地
域
の
子
ど

も
た
ち
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本
を
読
み
語
る
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ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
口
和
本
の
会
」

を
友
人
３
人
と
設
立
し
ま
し
た
。
平

成
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年
か
ら
は
メ
ン
バ
ー
と
国
立
広

島
県
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
記
念
館

の
「
被
爆
体
験
記
を
読
み
語
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
朗
読
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を
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
を
訪
問
し
被
爆
体
験
記

を
朗
読
す
る
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
次
の
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代
に
語
り
継
ぎ
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平
和

に
つ
い
て
考
え
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ら
え
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よ
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働
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て
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こ
う
し
た
活
動

へ
の
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思
い
』
と
『
行
動
力
』
が
、

健
康
法
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一
つ
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の
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も
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ま
せ
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日
本
舞
踊
で
町
内
外
の
施
設
等

を
慰
問

私
の
趣
味
の
一
つ
に
、
日
本
舞
踊

が
あ
り
ま
す
。
花
の
本
流
の
師
範
と

し
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日
本
舞
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を
指
導
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後
輩
の
育
成
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て
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京
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立
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い
た
だ
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、
頑
張
っ
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い
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口
和
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区
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の
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３
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ベ
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モ
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が
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切
に

私
た
ち
の
地
域
も
ほ
か
の
地
域
と

同
様
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
な
か

な
か
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
女
性
の
会
「
野

い
ち
ご
の
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
女
性
同
士
で
語
り
合
え
る

場
で
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
し

て
楽
し
む
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
保
育
育

園
児
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
世
代
間

交
流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
２

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実
施
で
き
な

か
っ
た
の
で
、「
子
ど
も
た
ち
を
大
切

に
思
う
気
持
ち
」を
届
け
よ
う
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
、
冊
子
を
作
り
配
布

し
ま
し
た
。

今
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
仲
間
と

ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
す
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
す
。
た
ま
に
出
る

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
一
喜
一
憂
し
、

青
空
の
元
、
有
酸
素
運
動
を
し
な
が

ら
汗
を
か
く
ひ
と
時
は
最
高
で
す
。

プ
レ
ー
し
た
日
は
食
欲
旺
盛
で
ぐ
っ

す
り
と
眠
れ
、
夫
婦
の
会
話
も
弾
み

ま
す
。

こ
う
し
て
過
ご
し
て
き
た
日
々
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
が
大
事
に

し
て
き
た
も
の
は
「
つ
な
が
り
」
だ

と
思
い
ま
す
。「
人
生
１
０
０
年
時
代
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
」
と
日
々

心
に
留
め
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
楽
し

ん
で
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私の健康法
庄原市老連  川﨑  弘子さん（78歳）

「人とのつながり」を大切にし、自分にできることを一生懸命に

地域社会への感謝と、地域の担い手としての老人クラブの活力を示す全国運動
に呼応して、「社会奉仕の日」を中心に、各地域で様々な奉仕活動が行われました。
新型コロナウィルスの感染拡大により、9月20日が「緊急事態宣言」の発令期間

と重なったことから、感染防止対策の徹底はもとより、時期をずらして実施された
クラブも多くありました。
それでも、延べ510クラブ、10,648名の老人クラブの仲間が、道路やバス停周辺
の草刈り、公園やコミュニティ広場の草取り、花壇の整備といった美化活動や、資源
ごみ回収などの環境保全活動を行いました。

令和3年度 全国一斉「社会奉仕の日」

忠海第一長寿クラブ
（竹原市老連）

安条シニアクラブ
（大竹市老連）

は
な

も
と

と  

も
ひ
ろ

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を

ご
存
知
で
す
か
？

地
域
の
60
歳
以
上
の
方
が

指
導
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

指
導
士
の
感
想
か
ら

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を

始
め
て
、健
康
寿
命
を

向
上
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

三次市老人クラブ連合会が設立された昭和39年は、東京オリンピック
が開催された年であり、東海道新幹線の開通や地元企業のマツダが乗
用車の生産を本格稼働し、三次市内へテストコースを設置するなど経済
成長に期待を寄せた時期でした。50年前の発足当時は、旧市町老連に
おいてそれぞれ事務局が設置されていましたが、平成の大合併（16年）
で旧三次市・旧双三郡・旧甲奴郡甲奴町が合併して新生三次市が誕生
し、現行の老人クラブ体制に整備されました。
その当時は150クラブ・6,817名の会員数で、以降多様な行事を企画

し実施されてきましたが、平成24年に会員数が5,000名を割り、令和元
年にはついに2,900名台まで減少しており、会員増強は組織の存亡をか
ける喫緊の課題となっています。
一方で、三次市内には18支部が存在し、会員増強に意欲的な活動も
散見されている支部もあります。その一部、甲奴支部では65歳以上
1,045名中353名の会員数で加入率34％、河内支部では454名中134名
の会員数で加入率30％、田幸支部では596名中177名の会員数で加入
率30％と、会員募集に奮闘されている支部もあります。しかし、三次市
全体では65歳以上18,309名で会員数2,682名の加入率15％、と大変厳
しい状況となっています。
新生三次市となり、役員はおおむね２~３年で勇退され後進に託され
ておりましたが、平成25年から続けられた前鷲尾会長に代わり、今年度
から阿賀俊彦会長が就任されました。阿賀会長は、「組織は人なり、行動

無くして活動は無し、いつまでも元気で住み続けたい地域活動を」モッ
トーとし、常日頃から実践されております。会長の地元では世代間交流
に積極的に関わられ、小学校児童との田植えから稲刈り、年末には注連
縄作りと、いつも笑顔で報告を受けています。
三次市老人クラブ連合会では、ここ2年は年度末に行政当局の三次市

に対して行政に対する要望事項を取りまとめて『市長要望書』を作成す
るという活動を行ってきました。しかし、コロナ禍で要請内容取りまとめ
のための会議の開催もままならない状況下で色々と検討し、行政当局と
擦り合わせを行った結果、「三次市
長自らが対話をする機会を設定す
る」という回答をいただき、12月9
日(木)に『三次市長と老人クラブ懇
談会』を開催しました。
懇談会は支部の役員と事務局長

を対象として、55名が参加しました。福岡市長は「高齢化社会において
重要な役割を担っている老人クラブをサポート
していきたい」と述べられ、老人クラブからは補
助金や施設利用料への配慮・会員増強への支援
などを要望しました。こうした行政の長との対
話が、老人クラブにとって力強い一歩となるこ
とを期待しています。

北部
ブロック

三次市老人クラブ連合会 事務局長   河原田 正行
喫緊な課題「会員増強」等について市長と懇談する

2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（10）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（11）



車内での
転倒事故の防止に
ご理解と

ご協力をお願い
いたします。

走行中、やむをえず急ブレーキを
かける場合があります。

公益社団法人  広島県バス協会

●乗車中は着席しましょう。
●満席で立っている場合は手すり、つり革に
　しっかりつかまりましょう。
●降車・席の移動・両替などで
　席を立つのはバスが完全に
　停車してからお願いします。

バスの車内事故は、バスの
発進時や停車時に発生する
ケースが圧倒的に多く、特に、
被害にあわれる方の約８割が
高齢の女性の方です。
ご高齢の方は、転倒しやすく、
また、転倒すると大けがをし
やすいためご注意ください。

バスが止まり扉が開いてから席をお立ちください。

バスがつなぐ、
わたしたちの街。

なくそ
う！

あせらなくても大丈夫！

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

活性化を目指して

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
主
に
高
齢
者

の
介
護
予
防
を
目
的
に
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

管
理
者
の
大
田
仁
史
先
生
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
及
び
障
害
学
に
基
づ
い
て
考
案
さ
れ

た
体
操
で
す
。
こ
の
体
操
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
た
運
動
と
は
違
い
、
道
具
を
使

わ
ず
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で
も
」

で
き
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
、
肩
や
膝
、
腰
の
痛

み
な
ど
困
り
ご
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
体

操
は
、
そ
の
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
92
種
類
の

体
操
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
２
級
指
導
士
を
養
成
し
、
現
在
124
名

の
指
導
士
が
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

民
が
、
互
い
に
教
え
、
教
わ
り
な
が
ら
、
体
操

の
普
及
と
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
広
島
県
内
で
は
本
市
の
他
に
、

尾
道
市
、
熊
野
町
が
こ
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
市
町
の
指
導

士
は
、
毎
年
１
回
の
交
流
会
を
通
し
て
連
携
を

高
め
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
取
り
組
み

を
知
る
こ
と
で
指
導

士
と
し
て
の
役
割
や

地
域
づ
く
り
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、

地
域
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

●
92
歳
の
教
室
参
加
者
が
「
家
で
（
体
操
を
）

し
よ
う
る
ん
よ
、
以
前
は
足
指
の
運
動
の
姿

勢
を
と
る
の
が
難
し
か
っ
た
の
に
今
日
は

ス
ッ
と
足
が
上
が
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
び
っ

く
り
し
た
と
同
時
に
効
果
を
実
感
さ
れ
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
っ
た
。
継
続
は
力
な
り
。

●
参
加
者
か
ら
「
家
で
は
な
か
な
か
体
操
で
き

な
い
が
、
こ
こ
に
来
る
と
み
ん
な
と
で
き
る

の
が
良
い
。
身
体
が
温
か
く
な
っ
た
！
」
と

の
声
が
あ
り
、
気
持
ち
が
温
か
く
な
っ
た
。

『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
』を

 

始
め
よ
う
!!

飛
田 

育
美

庄
原
市 

高
齢
者
福
祉
課 

保
健
師

保健医療
コラム

公
務
員
と
し
て
定
年
ま
で
働
き
、

そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
役
職
を
経
て
、

現
在
は
庄
原
市
老
連
女
性
委
員
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
口
和
本
の
会
」を
設
立

学
校
の
週
５
日
制
が
始
ま
っ
た
平

成
14
年
に
、
土
曜
日
に
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
本
を
読
み
語
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
口
和
本
の
会
」

を
友
人
３
人
と
設
立
し
ま
し
た
。
平

成
18
年
か
ら
は
メ
ン
バ
ー
と
国
立
広

島
県
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
記
念
館

の
「
被
爆
体
験
記
を
読
み
語
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
朗
読
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
を
訪
問
し
被
爆
体
験
記

を
朗
読
す
る
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動

へ
の
『
思
い
』
と
『
行
動
力
』
が
、

健
康
法
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

日
本
舞
踊
で
町
内
外
の
施
設
等

を
慰
問

私
の
趣
味
の
一
つ
に
、
日
本
舞
踊

が
あ
り
ま
す
。
花
の
本
流
の
師
範
と

し
て
日
本
舞
踊
を
指
導
し
て
お
り
、

後
輩
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
東

京
国
立
劇
場
に
何
度
も
出
演
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

口
和
地
区
老
連
の
く
ち
わ
舞
踊
教

室
で
は
花
ノ
本
寿
百
弘
と
し
て
講
師

を
務
め
、
月
２
〜
３
回
お
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。
生
徒
さ
ん
と
町
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、老
人
ホ
ー

ム
や
敬
老
会
に
慰
問
に
行
き
、〝
和
気

あ
い
あ
い
と
み
ん
な
で
楽
し
く
〞
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
長
年
踊
り
で
鍛
え
た
足

腰
に
は
、
少
し

自
信
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
衣

装
の
こ
と
を
考

え
た
り
華
や
い

だ
気
持
ち
に
な

る
こ
と
が
、
脳

の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

地
域
の
中
で
の「
つ
な
が
り
」を

大
切
に

私
た
ち
の
地
域
も
ほ
か
の
地
域
と

同
様
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
な
か

な
か
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
女
性
の
会
「
野

い
ち
ご
の
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
女
性
同
士
で
語
り
合
え
る

場
で
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
し

て
楽
し
む
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
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ブ
で
は
、
毎
年
保
育
育

園
児
か
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中
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を
対
象
に
世
代
間

交
流
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ま
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が
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こ
こ
２
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は
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禍
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た
め
実
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で
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た
の
で
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ど
も
た
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を
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に
思
う
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」を
届
け
よ
う
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
、
冊
子
を
作
り
配
布

し
ま
し
た
。

今
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
仲
間
と

ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
す
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
す
。
た
ま
に
出
る

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
一
喜
一
憂
し
、

青
空
の
元
、
有
酸
素
運
動
を
し
な
が

ら
汗
を
か
く
ひ
と
時
は
最
高
で
す
。

プ
レ
ー
し
た
日
は
食
欲
旺
盛
で
ぐ
っ

す
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と
眠
れ
、
夫
婦
の
会
話
も
弾
み

ま
す
。

こ
う
し
て
過
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し
て
き
た
日
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を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
が
大
事
に

し
て
き
た
も
の
は
「
つ
な
が
り
」
だ

と
思
い
ま
す
。「
人
生
１
０
０
年
時
代
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
」
と
日
々
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に
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め
、
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間
に
支
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が
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が
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し
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ま
す
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「人とのつながり」を大切にし、自分にできることを一生懸命に
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と重なったことから、感染防止対策の徹底はもとより、時期をずらして実施された
クラブも多くありました。
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令和3年度 全国一斉「社会奉仕の日」

忠海第一長寿クラブ
（竹原市老連）

安条シニアクラブ
（大竹市老連）
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以
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の
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さ
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て
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を
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上
し
て
い
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ま
し
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三次市老人クラブ連合会が設立された昭和39年は、東京オリンピック
が開催された年であり、東海道新幹線の開通や地元企業のマツダが乗
用車の生産を本格稼働し、三次市内へテストコースを設置するなど経済
成長に期待を寄せた時期でした。50年前の発足当時は、旧市町老連に
おいてそれぞれ事務局が設置されていましたが、平成の大合併（16年）
で旧三次市・旧双三郡・旧甲奴郡甲奴町が合併して新生三次市が誕生
し、現行の老人クラブ体制に整備されました。
その当時は150クラブ・6,817名の会員数で、以降多様な行事を企画

し実施されてきましたが、平成24年に会員数が5,000名を割り、令和元
年にはついに2,900名台まで減少しており、会員増強は組織の存亡をか
ける喫緊の課題となっています。
一方で、三次市内には18支部が存在し、会員増強に意欲的な活動も

散見されている支部もあります。その一部、甲奴支部では65歳以上
1,045名中353名の会員数で加入率34％、河内支部では454名中134名
の会員数で加入率30％、田幸支部では596名中177名の会員数で加入
率30％と、会員募集に奮闘されている支部もあります。しかし、三次市
全体では65歳以上18,309名で会員数2,682名の加入率15％、と大変厳
しい状況となっています。
新生三次市となり、役員はおおむね２~３年で勇退され後進に託され

ておりましたが、平成25年から続けられた前鷲尾会長に代わり、今年度
から阿賀俊彦会長が就任されました。阿賀会長は、「組織は人なり、行動

無くして活動は無し、いつまでも元気で住み続けたい地域活動を」モッ
トーとし、常日頃から実践されております。会長の地元では世代間交流
に積極的に関わられ、小学校児童との田植えから稲刈り、年末には注連
縄作りと、いつも笑顔で報告を受けています。
三次市老人クラブ連合会では、ここ2年は年度末に行政当局の三次市

に対して行政に対する要望事項を取りまとめて『市長要望書』を作成す
るという活動を行ってきました。しかし、コロナ禍で要請内容取りまとめ
のための会議の開催もままならない状況下で色々と検討し、行政当局と
擦り合わせを行った結果、「三次市
長自らが対話をする機会を設定す
る」という回答をいただき、12月9
日(木)に『三次市長と老人クラブ懇
談会』を開催しました。
懇談会は支部の役員と事務局長

を対象として、55名が参加しました。福岡市長は「高齢化社会において
重要な役割を担っている老人クラブをサポート
していきたい」と述べられ、老人クラブからは補
助金や施設利用料への配慮・会員増強への支援
などを要望しました。こうした行政の長との対
話が、老人クラブにとって力強い一歩となるこ
とを期待しています。

北部
ブロック

三次市老人クラブ連合会 事務局長   河原田 正行
喫緊な課題「会員増強」等について市長と懇談する

2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（10）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（11）



　教育と文化の振興のためにさまざまな活動に取り組む渋谷育英会（福山市）が
特に力を入れているのが「たくましい子になろう教育塾」の運営です。
　教育塾は1996年に開設。いじめ、不登校などの問題で悩む子どもの相談や学習
支援などを無償で引き受け、学校への復帰や進学のために様々な取り組みを行っ
ています。教育塾の施設は福山市内のフクツーけんこうプラザにあり、プールやス
ポーツジム、テニスコートを完備。元教諭など５人のスタッフが子どもたちに親身に
接し、日々の勉強や体力づくりをサポートしています。教育塾への出席は、学校長の
裁量で学校の出席扱いとして認められます。スタッフは毎月、教育委員会と学校長
に子どもの状況報告を行い、学校や保護者との連携を深めていることも特長です。
　通塾する子どもたちは、「先生や仲間が親しみやすくて居心地がいい」「皆と一緒
に勉強したり、料理を作ったりするのが楽しい」など教育塾で、少しずつ明るさを取
り戻していきます。これまで広島県内外から延べ約17,400件の相談があり、通塾し
た約800人のおよそ８割が学校復帰や進学を果たしています。その中の一人で、小
学校教員になったというOGは「教育塾はいつでも自分を温かく迎えてくれる場所。
そう思うだけで前向きな気持ちになれた」と振り返ります。
　集団生活になじめない子どもたちを支える「心のよりどころ」として、教育塾はこれ
からも活動をさらに充実させていきます。

理事長  小丸成洋

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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子

周
防
の
刀
匠『
二
王
三
郎
』は

こ
の
地
に
来
て
湧
き
出
で
る
水
を

も
っ
て
、
叔
父
の
二
王
清
祐
に

習
っ
た
刀
鍛
冶
の
技
で
名
刀
を
鍛

え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

湧
き
水
の
あ
る
八
王
子
神
社

は
、
国
道
261
号
本
地
地
区
の
東
側

大
掛
山
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
境

内
か
ら
湧
き
水
の
出
る
清
水
は
、

古
来
諸
病
に
効
験
あ
り
と
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
足
を
痛
め
た
鷹
が
ど

こ
か
ら
か
飛
ん
で
き
て
、
湧
き
出

る
冷
水
に
浴
し
、
数
日
後
、
姿
を

消
し
た
そ
う
で
す
。
里
人
た
ち
は

こ
の
霊
水
の
効
果
が
大
き
い
と
知

り
ま
し
た
。
以
後
、
霊
水
と
し
て

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
は
、

地
域
に
残
る
盆

踊
り
の
口
説
き

に
も
「
遠
く
周

防
灘
や
安
芸
備

後
ま
で
・・・
」と
、
歌
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
は
、「
本
地
地
区
街
お

こ
し
組
合
」が
管
理
し
、
駐
車
場

の
設
置
や
水
の
運
搬
の
た
め
の
道

具
を
整
え
て
、
利
用
者
の
便
宜
を

図
っ
て
い
ま
す
。

町
内
は
、
も
と
よ
り
広
島
市
、

呉
市
な
ど
か
ら
飲
料
水
と
し
て
利

用
す
る
人
が
今
も
な
お
絶
え
な

い
そ
う
で
す
。

厳
島
神
社
の
大
注
連
縄
は
、
二

本
の
縄
で
綯
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縄

を
中
心
に
向
か
っ
て
徐
々
に
太
く

し
て
い
く
の
で
、
高
い
技
術
を
必

要
と
し
ま
す
。「
大
朝
大
注
連
縄

会
」で
は
、
厳
島
神
社
に
今
年
で

32
年
目
の
奉
納
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

完
成
し
た
大
注
連
縄
は
、
全
長

５･

５
ｍ
、
中
心
径
は
約
20
㎝
に
も

な
り
、
存
在
感
た
っ
ぷ
り
の
大
注

連
縄
は
、
厳
島
神
社
の
本
殿
に
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。
参
拝
の
折
に

は
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
注
連
縄
会
の
目
的
の
一
つ

「
技
術
の
伝
承
」は
、
先
輩
か
ら
後

輩
へ
親
切
丁
寧
な
指
導
の
下
、
注

連
縄
づ
く
り
の
技
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
絶
や
す
こ
と

な
く
後
世
に
残
せ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
の
穏
や
か
な
気
候
で
風

光
明
媚
な
音
戸
地
区
は
、
平
清
盛

が
一
日
で
切
り
拓
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る「
音
戸
の
瀬
戸
」を
中

心
と
し
て
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

春
は
桜
や
つ
つ
じ
が
満
開
と
な

り
、
冬
は
牡
蠣
の
養
殖
生
産
が
盛

ん
な
地
域
で
す
。
そ
の
他
、
美
味

し
い
地
酒
や
海
産
物
な
ど
特
産

品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

警
固
屋
地
区
と
音
戸
地
区
を

結
ぶ
音
戸
大
橋
は
、
令
和
３
年
12

月
３
日
に
開
通
か
ら
60
年
目
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
25
年

３
月
に
は
第
二
音
戸
大
橋（
通

称
：
日
招
き
大
橋
）が
開
通
し
、

12
月
に
は
第
三
音
戸
大
橋（
正
式

名
称
：
坪
井
広
場
横
断
歩
道
）の

供
用
が
開
始
さ
れ
、
周
辺
の「
日

招
き
広
場（
正
式
名
称
：
坪
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
）」と
共
に
音
戸

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
戸
の
瀬
戸
を
開
削
し

た
平
清
盛
の
偉
業
を
偲
ん
で
、
安

政
の
頃
よ
り
始
ま
り
代
々
継
承
さ

れ
て
き
た
、
呉
市
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る「
音
戸
清
盛

祭
」は
、
５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
一
年
延

干
潮
時
に
は
海
浜
に
下
り
て
正
面

か
ら
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
佐
木
島
に
来
て
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
鎌
倉
時
代
石
彫
仏
の
中

で
も
屈
指
の
名
品
の
こ
の
摩
崖
仏

が
、
海
水
の
浸
食
等
に
よ
り
崩
壊

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
心
配
で
す
。
三
原
市
観
光
協

会
で
も「
大
切
な
お
地
蔵
さ
ん
を

み
ん
な
で
守
ろ
う
」と
い
う
動
き

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
高
い
山
の
一
面
に
桜
が
千
本

以
上
植
え
ら
れ
て
い
る
の
が『
塔

の
峰
千
本
桜
』で
す
。
以
前
は
み

か
ん
山
で
し
た
が
、「
美
し
い
自
然

の
あ
る
故
郷
を
守
ろ
う
」と
の
地

域
の
願
い
に
よ
り
、
三
原
市
か
ら

苗
木
の
提
供
を
受
け
、
平
成
４
年

か
ら
数
年
か
け
て
植
樹
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
地
域
み
ん
な
で
取
り

組
ん
だ
こ
の
活
動
に
対
し
て「
全

国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」で
林

野
庁
長
官
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。平

成
25
年
に
は
桜
オ
ー
ナ
ー
制

度
を
導
入
し
、
130
本
の
桜
を
植
え

ま
し
た
。
満
開
の
時
期
に
は
桜
色

の
ト
ン
ネ
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
桜
の
木
の
下
で
海
を
眺
め
な

が
ら
、
癒
し
の
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
は
、
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
観
光
客
が
大

勢
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
い
た
だ
き

た
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

備
後
府
中
市
の
出
口
町
に
あ
る

『
首
な
し
地
蔵
菩
薩
』は
、
高
さ

35
㎝
の
小
さ
な
首
の
な
い
石
地
蔵

で
、
い
つ
頃
に
祀
ら
れ
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
相
当
古
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
昭
和
45
年

頃
の
農
道
拡
幅
工
事
の
時
に
、
他

の
石
と
共
に
道
端
に
あ
っ
た
こ
の

地
蔵
も
丘
の
上
に
押
し
上
げ
ら
れ

て
捨
て
ら
れ
、一
番
下
に
埋
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
52
年
５
月
18
日

未
明
に
、
府
中
市
新
町
に
住
む
東

寿
男
氏
の
夢
枕
に
現
れ
、「
今
掘

り
起
こ
し
て
祀
れ
ば
、
全
て
の
人

の
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
」と
の
お

告
げ
に
よ
り
掘
り
起
こ
さ
れ
、
そ

の
後
２
年
間
祀
ら
れ
て
、
多
く
の

人
が
お
陰
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
蔵
さ
ん
用
の
敷
地

を
確
保
し
、
昭
和
54
年
に
５
月
に

現
在
地
に
遷
座
し
お
祀
り
し
て
い

ま
す
。

拝
み
な
が
ら
首
な
し
地
蔵
さ
ん

を
撫
で
、
そ
の
手
で
自
分
の
癒
さ

れ
た
い
と
こ
ろ
を
撫
で
る
と
速
や

か
に
痛
み
が
治
る
人
々
が
続
出
し

ま
し
た
。
そ

の
お
陰
が
口

づ
て
に
拡
が

り
、
今
で
は
遠

方
よ
り
た
く

さ
ん
の
参
拝

者
が
訪
れ
ま
す
。

足
・
腰
・
頭
な
ど
身
体
的
な
治

癒
だ
け
で
は
く
、
子
ど
も
や
商

売
、
対
人
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
悩
み
が
除
か
れ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
香
煙
が
絶
え
ま
せ
ん
。

毎
月
18
日
を
月
例
祭
と
し
て

屋
台
も
出
て
お
り
、
例
年
は
約
千

人
が
参
ら
れ
る
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
。
５
月
18
日
を
春
の
大

祭
、
11
月
18
日
を
秋
の
大
祭
と
し

護
摩
法
要
も
行
わ
れ
、
お
接
待
の

豚
汁
な
ど
を
振
る
舞
う
礼
拝
所

は
も
と
よ
り
、
広
場
も
出
店
で
賑

わ
い
、
こ
ち
ら
も
例
年
は
三
千
人

が
お
参
り
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
お
参
り
さ
れ
た
方
が
癒

さ
れ
た
と
お
礼
の
幟
を
後
日
奉

納
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
幟
が
風

に
な
び
か
れ
て
い
つ
も
キ
レ
イ
に

揺
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

参
拝
者
が
少
し
減
っ
て
は
い
ま
す

が
、
日
中
線
香
の
香
り
が
絶
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
旦
に
は

近
く
の
甘
南
備
神
社
や
八
幡
神

社
と
同
様
に
、
多
く
の
初
詣
の
方

が
参
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
参

り
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
良
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
よ
。

北
広
島
町
老
連
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が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
主
な
農

産
物
は
、
ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘

類
、
メ
ロ
ン
、
ワ
ケ
ギ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

佐
木
島
に
は
、
全
国
で
も
類
を

見
な
い
珍
し
い
お
地
蔵
さ
ま
が
お

ら
れ
ま
す
。
向
田
港
の
入
り
江
に

西
を
向
い
て
鎮
座
す
る『
摩
崖
和

霊
石
地
蔵
』で
す
。
満
潮
に
な
る

と
肩
ま
で
沈
み
、
干
潮
に
な
る
と

全
身
が
現
れ
る
と
い
う
海
に
つ
か

る
お
地
蔵
さ
ん
で
す
。

鎌
倉
時
代
の
後
期
１
３
０
０
年

に
平
茂
遠
な
る
人
物
が
願
主
と

な
り
、
仏
師
念
心
に
よ
っ
て
造
立

さ
れ
ま
し
た
。
県
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

満
潮
時
に
は
地
蔵
岩
の
頂
部
を

向
田
港
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、

期
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
に
開
催

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

180
年
余
り
継
承
さ
れ
て
き
た

「
音
戸
清
盛
祭
」は
、
先
幟
を
先
頭

に
、
侍
、
鋏
箱
な
ど
大
名
身
辺
に

仕
え
る
者
た
ち
が
連
な
り
、
太
鼓

基
で
終
わ
る
総
勢
400
名
余
り
の

百
万
石
の
格
式
を
も
つ
大
名
行
列

で
す
。

残
念
な
が
ら
、
本
物
の
大
名
行

列
は
来
年
の
４
月
ま
で
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
音
戸
大
橋
の
た
も
と
に

あ
る「
お
ん
ど
観
光
文
化
会
館
う

ず
し
お
」の
２
階
に
は
、
華
や
か

な
衣
装
展
示
や
リ
ア
ル
に
再
現
さ

れ
た
人
形
た
ち
に
よ
る
動
く
大

名
行
列
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
４
階
に
は
お
食
事
処

も
あ
り
、
海
の
幸
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
の
他〝
引
地
地
区
の
音
戸
銀

座
の
古
い
町
並
み
〞〝
毛
利
元
就
の

末
子
、
元
為
が
開
い
た
法
専
寺
〞

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

四
季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め
、

見
て
よ
し
、
食
べ
て
よ
し
の
音
戸

地
区
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

佐
木
島
は
三
原
港
か
ら
高
速

艇
で
13
分
、一
周
約
12
㎞
の
小
さ

な
島
で
す
。
美
し
い
自
然
と
歴
史

や
伝
統
文
化
な
ど
、
誇
れ
る
財
産

〒854-0065
長崎県諫早市津久葉町 5-142
TEL（0957）25-7008

島原手延素麺協同組合 総発売元
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私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

隠
れ
た
わ
が
町
の

教
え

ち
�
ろ
!!

所
名

品
名

参
拝
者
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る

『
首
な
し
地
蔵
菩
薩
』

府
中
市（
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

春
に
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る

『
塔
の
峰
千
本
桜
』

地
域
の
宝

「
八
王
子
よ
み
が
え
り
の
水
」

北
広
島
町（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

宮
島
厳
島
神
社
の

　
　
　
　大
注
連
縄
を
奉
納

平
家
ゆ
か
り
の
地
で
、

歴
史
と
グ
ル
メ
を
満
喫

呉
市（
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

海
に
つ
か
る『
摩
崖
和
霊
石
地
蔵
』

三
原
市（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

ま
が
い
わ
れ
い
し
じ
ぞ
う

な

は
さ
み
ば
こ

ま
が
い
わ

れ
い
し
じ
ぞ
う

さ
　
ぎ

2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（12）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（13）



　教育と文化の振興のためにさまざまな活動に取り組む渋谷育英会（福山市）が
特に力を入れているのが「たくましい子になろう教育塾」の運営です。
　教育塾は1996年に開設。いじめ、不登校などの問題で悩む子どもの相談や学習
支援などを無償で引き受け、学校への復帰や進学のために様々な取り組みを行っ
ています。教育塾の施設は福山市内のフクツーけんこうプラザにあり、プールやス
ポーツジム、テニスコートを完備。元教諭など５人のスタッフが子どもたちに親身に
接し、日々の勉強や体力づくりをサポートしています。教育塾への出席は、学校長の
裁量で学校の出席扱いとして認められます。スタッフは毎月、教育委員会と学校長
に子どもの状況報告を行い、学校や保護者との連携を深めていることも特長です。
　通塾する子どもたちは、「先生や仲間が親しみやすくて居心地がいい」「皆と一緒
に勉強したり、料理を作ったりするのが楽しい」など教育塾で、少しずつ明るさを取
り戻していきます。これまで広島県内外から延べ約17,400件の相談があり、通塾し
た約800人のおよそ８割が学校復帰や進学を果たしています。その中の一人で、小
学校教員になったというOGは「教育塾はいつでも自分を温かく迎えてくれる場所。
そう思うだけで前向きな気持ちになれた」と振り返ります。
　集団生活になじめない子どもたちを支える「心のよりどころ」として、教育塾はこれ
からも活動をさらに充実させていきます。

理事長  小丸成洋

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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双
鷺
会 

会
長 

白
須 

奈
津
子

周
防
の
刀
匠『
二
王
三
郎
』は

こ
の
地
に
来
て
湧
き
出
で
る
水
を

も
っ
て
、
叔
父
の
二
王
清
祐
に

習
っ
た
刀
鍛
冶
の
技
で
名
刀
を
鍛

え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

湧
き
水
の
あ
る
八
王
子
神
社

は
、
国
道
261
号
本
地
地
区
の
東
側

大
掛
山
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
境

内
か
ら
湧
き
水
の
出
る
清
水
は
、

古
来
諸
病
に
効
験
あ
り
と
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
足
を
痛
め
た
鷹
が
ど

こ
か
ら
か
飛
ん
で
き
て
、
湧
き
出

る
冷
水
に
浴
し
、
数
日
後
、
姿
を

消
し
た
そ
う
で
す
。
里
人
た
ち
は

こ
の
霊
水
の
効
果
が
大
き
い
と
知

り
ま
し
た
。
以
後
、
霊
水
と
し
て

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
は
、

地
域
に
残
る
盆

踊
り
の
口
説
き

に
も
「
遠
く
周

防
灘
や
安
芸
備

後
ま
で
・・・
」と
、
歌
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
は
、「
本
地
地
区
街
お

こ
し
組
合
」が
管
理
し
、
駐
車
場

の
設
置
や
水
の
運
搬
の
た
め
の
道

具
を
整
え
て
、
利
用
者
の
便
宜
を

図
っ
て
い
ま
す
。

町
内
は
、
も
と
よ
り
広
島
市
、

呉
市
な
ど
か
ら
飲
料
水
と
し
て
利

用
す
る
人
が
今
も
な
お
絶
え
な

い
そ
う
で
す
。

厳
島
神
社
の
大
注
連
縄
は
、
二

本
の
縄
で
綯
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縄

を
中
心
に
向
か
っ
て
徐
々
に
太
く

し
て
い
く
の
で
、
高
い
技
術
を
必

要
と
し
ま
す
。「
大
朝
大
注
連
縄

会
」で
は
、
厳
島
神
社
に
今
年
で

32
年
目
の
奉
納
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

完
成
し
た
大
注
連
縄
は
、
全
長

５･

５
ｍ
、
中
心
径
は
約
20
㎝
に
も

な
り
、
存
在
感
た
っ
ぷ
り
の
大
注

連
縄
は
、
厳
島
神
社
の
本
殿
に
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。
参
拝
の
折
に

は
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
注
連
縄
会
の
目
的
の
一
つ

「
技
術
の
伝
承
」は
、
先
輩
か
ら
後

輩
へ
親
切
丁
寧
な
指
導
の
下
、
注

連
縄
づ
く
り
の
技
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
絶
や
す
こ
と

な
く
後
世
に
残
せ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
の
穏
や
か
な
気
候
で
風

光
明
媚
な
音
戸
地
区
は
、
平
清
盛

が
一
日
で
切
り
拓
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る「
音
戸
の
瀬
戸
」を
中

心
と
し
て
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

春
は
桜
や
つ
つ
じ
が
満
開
と
な

り
、
冬
は
牡
蠣
の
養
殖
生
産
が
盛

ん
な
地
域
で
す
。
そ
の
他
、
美
味

し
い
地
酒
や
海
産
物
な
ど
特
産

品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

警
固
屋
地
区
と
音
戸
地
区
を

結
ぶ
音
戸
大
橋
は
、
令
和
３
年
12

月
３
日
に
開
通
か
ら
60
年
目
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
25
年

３
月
に
は
第
二
音
戸
大
橋（
通

称
：
日
招
き
大
橋
）が
開
通
し
、

12
月
に
は
第
三
音
戸
大
橋（
正
式

名
称
：
坪
井
広
場
横
断
歩
道
）の

供
用
が
開
始
さ
れ
、
周
辺
の「
日

招
き
広
場（
正
式
名
称
：
坪
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
）」と
共
に
音
戸

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
戸
の
瀬
戸
を
開
削
し

た
平
清
盛
の
偉
業
を
偲
ん
で
、
安

政
の
頃
よ
り
始
ま
り
代
々
継
承
さ

れ
て
き
た
、
呉
市
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る「
音
戸
清
盛

祭
」は
、
５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
一
年
延

干
潮
時
に
は
海
浜
に
下
り
て
正
面

か
ら
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
佐
木
島
に
来
て
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
鎌
倉
時
代
石
彫
仏
の
中

で
も
屈
指
の
名
品
の
こ
の
摩
崖
仏

が
、
海
水
の
浸
食
等
に
よ
り
崩
壊

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
心
配
で
す
。
三
原
市
観
光
協

会
で
も「
大
切
な
お
地
蔵
さ
ん
を

み
ん
な
で
守
ろ
う
」と
い
う
動
き

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
高
い
山
の
一
面
に
桜
が
千
本

以
上
植
え
ら
れ
て
い
る
の
が『
塔

の
峰
千
本
桜
』で
す
。
以
前
は
み

か
ん
山
で
し
た
が
、「
美
し
い
自
然

の
あ
る
故
郷
を
守
ろ
う
」と
の
地

域
の
願
い
に
よ
り
、
三
原
市
か
ら

苗
木
の
提
供
を
受
け
、
平
成
４
年

か
ら
数
年
か
け
て
植
樹
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
地
域
み
ん
な
で
取
り

組
ん
だ
こ
の
活
動
に
対
し
て「
全

国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」で
林

野
庁
長
官
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。平

成
25
年
に
は
桜
オ
ー
ナ
ー
制

度
を
導
入
し
、
130
本
の
桜
を
植
え

ま
し
た
。
満
開
の
時
期
に
は
桜
色

の
ト
ン
ネ
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
桜
の
木
の
下
で
海
を
眺
め
な

が
ら
、
癒
し
の
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
は
、
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
観
光
客
が
大

勢
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
い
た
だ
き

た
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

備
後
府
中
市
の
出
口
町
に
あ
る

『
首
な
し
地
蔵
菩
薩
』は
、
高
さ

35
㎝
の
小
さ
な
首
の
な
い
石
地
蔵

で
、
い
つ
頃
に
祀
ら
れ
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
相
当
古
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
昭
和
45
年

頃
の
農
道
拡
幅
工
事
の
時
に
、
他

の
石
と
共
に
道
端
に
あ
っ
た
こ
の

地
蔵
も
丘
の
上
に
押
し
上
げ
ら
れ

て
捨
て
ら
れ
、一
番
下
に
埋
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
52
年
５
月
18
日

未
明
に
、
府
中
市
新
町
に
住
む
東

寿
男
氏
の
夢
枕
に
現
れ
、「
今
掘

り
起
こ
し
て
祀
れ
ば
、
全
て
の
人

の
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
」と
の
お

告
げ
に
よ
り
掘
り
起
こ
さ
れ
、
そ

の
後
２
年
間
祀
ら
れ
て
、
多
く
の

人
が
お
陰
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
蔵
さ
ん
用
の
敷
地

を
確
保
し
、
昭
和
54
年
に
５
月
に

現
在
地
に
遷
座
し
お
祀
り
し
て
い

ま
す
。

拝
み
な
が
ら
首
な
し
地
蔵
さ
ん

を
撫
で
、
そ
の
手
で
自
分
の
癒
さ

れ
た
い
と
こ
ろ
を
撫
で
る
と
速
や

か
に
痛
み
が
治
る
人
々
が
続
出
し

ま
し
た
。
そ

の
お
陰
が
口

づ
て
に
拡
が

り
、
今
で
は
遠

方
よ
り
た
く

さ
ん
の
参
拝

者
が
訪
れ
ま
す
。

足
・
腰
・
頭
な
ど
身
体
的
な
治

癒
だ
け
で
は
く
、
子
ど
も
や
商

売
、
対
人
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
悩
み
が
除
か
れ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
香
煙
が
絶
え
ま
せ
ん
。

毎
月
18
日
を
月
例
祭
と
し
て

屋
台
も
出
て
お
り
、
例
年
は
約
千

人
が
参
ら
れ
る
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
。
５
月
18
日
を
春
の
大

祭
、
11
月
18
日
を
秋
の
大
祭
と
し

護
摩
法
要
も
行
わ
れ
、
お
接
待
の

豚
汁
な
ど
を
振
る
舞
う
礼
拝
所

は
も
と
よ
り
、
広
場
も
出
店
で
賑

わ
い
、
こ
ち
ら
も
例
年
は
三
千
人

が
お
参
り
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
お
参
り
さ
れ
た
方
が
癒

さ
れ
た
と
お
礼
の
幟
を
後
日
奉

納
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
幟
が
風

に
な
び
か
れ
て
い
つ
も
キ
レ
イ
に

揺
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

参
拝
者
が
少
し
減
っ
て
は
い
ま
す

が
、
日
中
線
香
の
香
り
が
絶
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
旦
に
は

近
く
の
甘
南
備
神
社
や
八
幡
神

社
と
同
様
に
、
多
く
の
初
詣
の
方

が
参
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
参

り
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
良
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
よ
。

北
広
島
町
老
連

 

大
朝
大
注
連
縄
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会
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隆

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
主
な
農

産
物
は
、
ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘

類
、
メ
ロ
ン
、
ワ
ケ
ギ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

佐
木
島
に
は
、
全
国
で
も
類
を

見
な
い
珍
し
い
お
地
蔵
さ
ま
が
お

ら
れ
ま
す
。
向
田
港
の
入
り
江
に

西
を
向
い
て
鎮
座
す
る『
摩
崖
和

霊
石
地
蔵
』で
す
。
満
潮
に
な
る

と
肩
ま
で
沈
み
、
干
潮
に
な
る
と

全
身
が
現
れ
る
と
い
う
海
に
つ
か

る
お
地
蔵
さ
ん
で
す
。

鎌
倉
時
代
の
後
期
１
３
０
０
年

に
平
茂
遠
な
る
人
物
が
願
主
と

な
り
、
仏
師
念
心
に
よ
っ
て
造
立

さ
れ
ま
し
た
。
県
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

満
潮
時
に
は
地
蔵
岩
の
頂
部
を

向
田
港
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、

期
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
に
開
催

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

180
年
余
り
継
承
さ
れ
て
き
た

「
音
戸
清
盛
祭
」は
、
先
幟
を
先
頭

に
、
侍
、
鋏
箱
な
ど
大
名
身
辺
に

仕
え
る
者
た
ち
が
連
な
り
、
太
鼓

基
で
終
わ
る
総
勢
400
名
余
り
の

百
万
石
の
格
式
を
も
つ
大
名
行
列

で
す
。

残
念
な
が
ら
、
本
物
の
大
名
行

列
は
来
年
の
４
月
ま
で
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
音
戸
大
橋
の
た
も
と
に

あ
る「
お
ん
ど
観
光
文
化
会
館
う

ず
し
お
」の
２
階
に
は
、
華
や
か

な
衣
装
展
示
や
リ
ア
ル
に
再
現
さ

れ
た
人
形
た
ち
に
よ
る
動
く
大

名
行
列
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
４
階
に
は
お
食
事
処

も
あ
り
、
海
の
幸
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
の
他〝
引
地
地
区
の
音
戸
銀

座
の
古
い
町
並
み
〞〝
毛
利
元
就
の

末
子
、
元
為
が
開
い
た
法
専
寺
〞

な
ど
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

四
季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め
、

見
て
よ
し
、
食
べ
て
よ
し
の
音
戸

地
区
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

佐
木
島
は
三
原
港
か
ら
高
速

艇
で
13
分
、一
周
約
12
㎞
の
小
さ

な
島
で
す
。
美
し
い
自
然
と
歴
史

や
伝
統
文
化
な
ど
、
誇
れ
る
財
産

〒854-0065
長崎県諫早市津久葉町 5-142
TEL（0957）25-7008

島原手延素麺協同組合 総発売元

株式会社イトメン
ミロク情報サービス
経営管理システムなら

●ソリューション中国支社
TEL.082-511-3695

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

隠
れ
た
わ
が
町
の

教
え

ち
�
ろ
!!

所
名

品
名

参
拝
者
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る

『
首
な
し
地
蔵
菩
薩
』

府
中
市（
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

春
に
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る

『
塔
の
峰
千
本
桜
』

地
域
の
宝

「
八
王
子
よ
み
が
え
り
の
水
」

北
広
島
町（
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

宮
島
厳
島
神
社
の

　
　
　
　大
注
連
縄
を
奉
納

平
家
ゆ
か
り
の
地
で
、

歴
史
と
グ
ル
メ
を
満
喫

呉
市（
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

海
に
つ
か
る『
摩
崖
和
霊
石
地
蔵
』

三
原
市（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

ま
が
い
わ
れ
い
し
じ
ぞ
う

な

は
さ
み
ば
こ

ま
が
い
わ

れ
い
し
じ
ぞ
う

さ
　
ぎ

2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日 「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（12）「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（13）



読
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と

●
「
ひ
ろ
し
ま
県
老
連
」の
広
報
誌
は
、何
時
も

楽
し
み
に
夫
婦
で
全
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
お
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
等
な

ど
で
、色
々
な
催
し
物
が
中
止
や
延
期
に
な

り
大
変
残
念
な
一
年
で
し
た
。早
く
終
息
し
て

多
く
の
行
事
が
実
行
さ
れ
、仲
間
達
と
楽
し

く
交
流
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
呉
市　
空
本 

軍
治
さ
ん
）

●
昨
年
、満
70
歳
に
な
り
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
ま
し
た
。行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
た

い
で
す
。　
　
（
三
次
市　
完
戸 

洋
三
さ
ん
）

●
い
つ
も
県
老
連
の
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。「
い
き
い
き
元
気
１
０
０
歳
」
を

し
っ
か
り
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
分

の
こ
と
が
で
き
て
、ま
だ
皆
の
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
が
元
気
の
源
に
!!
生
き
が
い
に
繋

が
っ
て
い
る
ん
で
す
ネ
。私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張

れ
そ
う
で
す
。　
（
呉
市　
川
口 

好
子
さ
ん
）

●
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
色
ん
な
行
事
が
中
止
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
だ

け
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
行
け
ば
、仲

間
と
の
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
東
広
島
市　
福
田 

裕
子
さ
ん
）

●
元
気
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
方
の
生
き

方
に
、感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。今
後
も
、県

老
連
の
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
福
山
市　
藤
井 

美
津
子
さ
ん
）

•••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••

耳
遠
く 

マ
ス
ク
の
く
ら
し 

も
う
い
や
だ

世
羅
町　
東 

美
惠
子

卒
寿
こ
え 

苦
難
思
へ
ば 

嘘
の
如
し

神
石
高
原
町　
竹
中 

藤
子

素
っ
頓
狂 

思
わ
ず
笑
っ
て 

振
り
返
る

呉
市　
小
林 

節
子

断
捨
離
で 

腰
痛
の
こ
り 

日
々
難
儀

呉
市　
橋
本 

千
佐
子

マ
ス
ク
し
て 

あ
な
た
ど
な
た
と 

あ
い
さ
つ
か
わ
し

呉
市　
佐
川 

千
里

コ
ロ
ナ
禍
で 

老
い
ら
く
の
恋 

ハ
グ
禁
止

竹
原
市　
実
藤 

三
郎

迷
惑
な 

酒
豪
に
お
灸 

唐
辛
子

尾
道
市　
村
上 

宝

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ 

時
を
忘
れ
て 

文
字
を
追
う

福
山
市　
元
谷 

和
子

老
い
の
恋 

白
衣
の
ナ
ー
ス
に 

ち
ょ
っ
と
だ
け

福
山
市　
向
井 

博
司

起
床
し
て 

ま
ず
は
お
で
こ
に 

手
を
あ
て
る

三
次
市　
川
中 

さ
く
え

３
回
目 

お
知
ら
せ
来
る
日
を 

待
ち
望

三
次
市　
藤
本 

蓮
枝

ド
キ
ド
キ
で 

ワ
ク
チ
ン
打
っ
て 

又
不
安

東
広
島
市　
中
津 

ユ
キ
ヱ

コ
ロ
ナ
禍
で 

広
辞
苑
に
な
い 

「
人
流
」
語

廿
日
市
市　
山
根 

明

こ
い
の
ぼ
り 

空
の
空
気
を 

み
ん
な
吸
え

江
田
島
市　
問
可 

圧
子

マ
ス
ク
し
て 

声
の
こ
ぼ
れ
る 

立
話

安
芸
太
田
町　
桧
谷 

マ
ス
エ

も
え
つ
き
て 

落
ち
て
も
美
し
き 

藪
椿

呉
市　
橋
本 

千
佐
子

早
朝
の 

濃
い
潮
の
香 

夏
予
感

廿
日
市
市　
松
岡 

邦
充

温
泉
の 

湯
気
向
こ
う
に 

春
の
雲

廿
日
市
市　
黒
田 

ト
シ
ミ

山
笑
ふ 

初
音
聞
き
つ
つ 

草
む
し
り

神
石
高
原
町　
竹
中 

藤
子

い
つ
も
よ
り 

目
覚
め
の
早
き 

柿
若
葉

神
石
高
原
町　
竹
中 

睦
子

啓
蟄
や 

鶯
の
歌 

や
や
音
痴竹

原
市　
実
藤 

三
郎

空
海
の 

杖
の
一
振
り 

嶺
桜尾

道
市　
村
上 

宝

恋
ね
こ
の 

声
い
と
お
し
く 

寺
の
鐘

福
山
市　
井
上 

須
美
子

若
水
を 

汲
む
一
杓
に 

認
知
予
防

福
山
市　
井
上 

ト
シ
子

一
人
来
て 
初
老
の
男 

土
筆
摘
む

福
山
市　
向
井 

博
司

短
歌

俳
句

川
柳

竹
原
市　
実
藤 
三
郎

米
寿
来
て 

な
お
六
十
代
の 

気
持
な
り

「
お
じ
い
さ
ん
」
と
は 

呼
ば
な
い
で
く
れ

尾
道
市　
村
上 

宝

閃
光
を 

浴
び
雨
に
濡
れ 

救
助
隊

復
員
の
友 

津
々
浦
々
へ福

山
市　
井
上 

須
美
子

カ
ラ
ス
ウ
リ 

夕
陽
に
映
え
て 

き
ら
き
ら
と

二
つ
三
つ
四
つ 

赤
い
実
残
す福

山
市　
元
谷 

和
子

寒
入
り
て 

明
け
て
種
蒔
く 

ル
ッ
コ
ラ
の

い
と
し
人
待
ち 

ふ
た
葉
が
踊
る

府
中
市　
桑
田 

ゆ
う
子

勝
っ
て
泣
き 

負
け
て
く
や
し
い 

又
涙

見
る
も
感
動 

コ
ロ
ナ
の
五
輪

東
広
島
市　
中
津 

ユ
キ
ヱ

人
生
は 

助
け
ら
れ
た
り 

助
け
た
り

何
時
い
つ
ま
で
も 

別
れ
の
日
ま
で

廿
日
市
市　
松
岡 

邦
充

軒
下
の 

樫
の
実
拾
う 

幼
子
の

輝
き
瞳
は 

満
ち
足
り
て
お
り

安
芸
高
田
市　
北
岡 

幸
枝

足
を
痛
み 

う
ら
や
ま
し
き 

す
こ
や
か
な
る

人
万
緑
の 

朝
な
夕
な安

芸
太
田
町　
桧
谷 

マ
ス
エ

寝
た
き
り
の 

母
の
布
団
を 

陽
に
さ
ら
す

五
月
の
風
で 

母
を
く
る
ま
ん世

羅
町　
東 

美
惠
子

腰
手
術 

コ
ロ
ナ
で
誰
も 

寄
り
付
け
ず

孤
独
の
日
々
の 

寂
し
く
悲
し

神
石
高
原
町　
竹
中 

睦
子

早
苗
田
に 

風
の
た
ち
つ
つ 

浮
草
の

寄
り
く
る
畔
は 

草
の
匂
ひ
す

神
石
高
原
町　
竹
中 

藤
子

ゆ
き
あ
た
り 

ば
っ
た
り
と
言
う 

人
生
を

ま
さ
し
く
生
き
て 

我
九
十
一
歳

読
者
ひ
ろ
ば

楽
々

喜
々

き

ら
く

ら
く

き

絵
は
が
き

呉市　佐川 千里

呉市　佐川 千里

庄原市　塚前 澄子 呉市　沖田 知子

はがきに答え、住所、クラブ名、氏名、電話番号を必ず明記の上、下記までお送りください。正解者
には抽選で、クオカード（1,000円分）を20名様にお送りいたします。発表は景品の発送をもって
かえさせていただきます。ご応募お待ちしております。

100号クロスワード
正解は「ひなまつり」でした。

232人の応募があり、全員が正解でした。
抽選の結果、〔クオカード（1,000円分）〕を20人にお送りしております。

〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2（広島県社会福祉会館内）
（公財）広島県老人クラブ連合会 事務局

応募締切 8月10日

101号クロスワード応募要項

宛先

タテとヨコのカギを解いて■に
入ることばを見つけてください。ク ロ ス ワ ー ドパズル

詰め将棋

詰め碁

チャレンジしてみませんか？

1

5

7

8

2

10

6

3

9

4 タテのカギ
お医者さんに、してもらいましょう。
みんなが知っているはずのこと。
約30日間で、地球を一周します。
これをいれないと、時計もラジオも、
懐中電灯も使えないかも…。
本当になってしまった─○○から出たまこと。
○○録：会議の内容を記録します。

1.
2.
3.
4.

6.
9.

都道府県の長で、選挙で選びます。
剣を使うときは、この部分を握る。
電気や水道、ガス等を使ったら払いましょう。
○○○液─ジャガイモにつけると、紫色に。
○○の涎（よだれ）─細く長く続くこと。
決勝戦で惜しくも敗れた─○○メダル。
3.14は、円周率の○○○○。

1.
3.
5.
7.
8.
9.
10.

ヨコのカギ5　4　3　2　1
一

二

三

四

五

六

銀

角

桂

玉

金歩

飛

持
駒 

桂

提
供
：
将
棋
の
総
合
情
報
サ
イ
ト「
将
棋
タ
ウ
ン
」

　
　   

【
今
週
の
や
さ
し
い
３
手
詰
】よ
り

こ
の
局
面
で
は
玉
の
動
け
る
所
は
な

い
が
、王
手
を
す
る
と
逃
げ
道
が
開
く

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
。

提
供
：
日
本
棋
院
広
島
県
本
部

焦
ら
ず
冷
静
に
。

﹇
出
題
者
﹈ 

山
本 

賢
太
郎 

五
段

黒
先
白
死

「楽 喜々 」々に皆さまの作品や、
お便りをお寄せください。

らく らく  き  き

次回発行の「第102号」は2022年9月発行予定です。
必ず、氏名、住所、所属クラブ、電話番号を明記のうえ、郵送、
またはメールで事務局までお送りください。

応募締切
8月10日（水）

••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••

 〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2
（公財）広島県老人クラブ連合会 広報誌係
 E-mail: rorenhir@lime.ocn.ne.jp

宛  

先

世
羅
町　
餅
田 

操

外
国
の 

姪
へ
英
字
の 

エ
ア
メ
ー
ル

辞
書
を
片
手
に 

老
い
の
挑
戦

と
つ
く
に

外
に
出
れ
ば 

ま
ぶ
し
い
か
ぎ
り 

柿
若
葉

府
中
市　
桑
田 

ゆ
う
子

と 囀
り
の 

髙
ま
り
い
ず
こ 

静
ま
り
て

福
山
市　
元
谷 

和
子

さ
え
ず

梅
雨
明
け
や 

蜩
鳴
い
て 

ひ
と
日
暮
れ

安
芸
高
田
市　
北
岡 

幸
枝

く

は

や
ぶ

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（14）2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（15）



読
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と

●
「
ひ
ろ
し
ま
県
老
連
」の
広
報
誌
は
、何
時
も

楽
し
み
に
夫
婦
で
全
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
お
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
等
な

ど
で
、色
々
な
催
し
物
が
中
止
や
延
期
に
な

り
大
変
残
念
な
一
年
で
し
た
。早
く
終
息
し
て

多
く
の
行
事
が
実
行
さ
れ
、仲
間
達
と
楽
し

く
交
流
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
呉
市　
空
本 

軍
治
さ
ん
）

●
昨
年
、満
70
歳
に
な
り
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
ま
し
た
。行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
た

い
で
す
。　
　
（
三
次
市　
完
戸 

洋
三
さ
ん
）

●
い
つ
も
県
老
連
の
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。「
い
き
い
き
元
気
１
０
０
歳
」
を

し
っ
か
り
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
分

の
こ
と
が
で
き
て
、ま
だ
皆
の
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
が
元
気
の
源
に
!!
生
き
が
い
に
繋

が
っ
て
い
る
ん
で
す
ネ
。私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張

れ
そ
う
で
す
。　
（
呉
市　
川
口 

好
子
さ
ん
）

●
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
色
ん
な
行
事
が
中
止
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
だ

け
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
行
け
ば
、仲

間
と
の
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
東
広
島
市　
福
田 

裕
子
さ
ん
）

●
元
気
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
方
の
生
き

方
に
、感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。今
後
も
、県

老
連
の
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
福
山
市　
藤
井 
美
津
子
さ
ん
）
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耳
遠
く 

マ
ス
ク
の
く
ら
し 

も
う
い
や
だ

世
羅
町　
東 

美
惠
子

卒
寿
こ
え 

苦
難
思
へ
ば 

嘘
の
如
し

神
石
高
原
町　
竹
中 

藤
子

素
っ
頓
狂 

思
わ
ず
笑
っ
て 

振
り
返
る

呉
市　
小
林 

節
子

断
捨
離
で 

腰
痛
の
こ
り 

日
々
難
儀

呉
市　
橋
本 

千
佐
子

マ
ス
ク
し
て 

あ
な
た
ど
な
た
と 

あ
い
さ
つ
か
わ
し

呉
市　
佐
川 

千
里

コ
ロ
ナ
禍
で 

老
い
ら
く
の
恋 

ハ
グ
禁
止

竹
原
市　
実
藤 

三
郎

迷
惑
な 

酒
豪
に
お
灸 

唐
辛
子

尾
道
市　
村
上 

宝

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ 

時
を
忘
れ
て 

文
字
を
追
う

福
山
市　
元
谷 

和
子

老
い
の
恋 

白
衣
の
ナ
ー
ス
に 

ち
ょ
っ
と
だ
け

福
山
市　
向
井 

博
司

起
床
し
て 

ま
ず
は
お
で
こ
に 

手
を
あ
て
る

三
次
市　
川
中 

さ
く
え

３
回
目 

お
知
ら
せ
来
る
日
を 

待
ち
望

三
次
市　
藤
本 

蓮
枝

ド
キ
ド
キ
で 

ワ
ク
チ
ン
打
っ
て 

又
不
安

東
広
島
市　
中
津 

ユ
キ
ヱ

コ
ロ
ナ
禍
で 

広
辞
苑
に
な
い 

「
人
流
」
語

廿
日
市
市　
山
根 

明

こ
い
の
ぼ
り 

空
の
空
気
を 

み
ん
な
吸
え

江
田
島
市　
問
可 

圧
子

マ
ス
ク
し
て 

声
の
こ
ぼ
れ
る 

立
話

安
芸
太
田
町　
桧
谷 

マ
ス
エ

も
え
つ
き
て 

落
ち
て
も
美
し
き 

藪
椿

呉
市　
橋
本 

千
佐
子

早
朝
の 

濃
い
潮
の
香 

夏
予
感

廿
日
市
市　
松
岡 

邦
充

温
泉
の 

湯
気
向
こ
う
に 

春
の
雲

廿
日
市
市　
黒
田 

ト
シ
ミ

山
笑
ふ 

初
音
聞
き
つ
つ 

草
む
し
り

神
石
高
原
町　
竹
中 

藤
子

い
つ
も
よ
り 

目
覚
め
の
早
き 

柿
若
葉

神
石
高
原
町　
竹
中 

睦
子

啓
蟄
や 

鶯
の
歌 

や
や
音
痴竹

原
市　
実
藤 

三
郎

空
海
の 

杖
の
一
振
り 

嶺
桜尾

道
市　
村
上 

宝

恋
ね
こ
の 

声
い
と
お
し
く 

寺
の
鐘

福
山
市　
井
上 

須
美
子

若
水
を 

汲
む
一
杓
に 

認
知
予
防

福
山
市　
井
上 

ト
シ
子

一
人
来
て 

初
老
の
男 

土
筆
摘
む

福
山
市　
向
井 

博
司

短
歌

俳
句

川
柳

竹
原
市　
実
藤 

三
郎

米
寿
来
て 

な
お
六
十
代
の 

気
持
な
り

「
お
じ
い
さ
ん
」
と
は 

呼
ば
な
い
で
く
れ

尾
道
市　
村
上 

宝

閃
光
を 

浴
び
雨
に
濡
れ 

救
助
隊

復
員
の
友 

津
々
浦
々
へ福

山
市　
井
上 

須
美
子

カ
ラ
ス
ウ
リ 

夕
陽
に
映
え
て 

き
ら
き
ら
と

二
つ
三
つ
四
つ 

赤
い
実
残
す福

山
市　
元
谷 

和
子

寒
入
り
て 

明
け
て
種
蒔
く 

ル
ッ
コ
ラ
の

い
と
し
人
待
ち 

ふ
た
葉
が
踊
る

府
中
市　
桑
田 

ゆ
う
子

勝
っ
て
泣
き 

負
け
て
く
や
し
い 

又
涙

見
る
も
感
動 

コ
ロ
ナ
の
五
輪

東
広
島
市　
中
津 

ユ
キ
ヱ

人
生
は 

助
け
ら
れ
た
り 

助
け
た
り

何
時
い
つ
ま
で
も 

別
れ
の
日
ま
で

廿
日
市
市　
松
岡 

邦
充

軒
下
の 

樫
の
実
拾
う 

幼
子
の

輝
き
瞳
は 

満
ち
足
り
て
お
り

安
芸
高
田
市　
北
岡 

幸
枝

足
を
痛
み 

う
ら
や
ま
し
き 

す
こ
や
か
な
る

人
万
緑
の 

朝
な
夕
な安

芸
太
田
町　
桧
谷 

マ
ス
エ

寝
た
き
り
の 

母
の
布
団
を 

陽
に
さ
ら
す

五
月
の
風
で 

母
を
く
る
ま
ん世

羅
町　
東 

美
惠
子

腰
手
術 

コ
ロ
ナ
で
誰
も 

寄
り
付
け
ず

孤
独
の
日
々
の 

寂
し
く
悲
し

神
石
高
原
町　
竹
中 

睦
子

早
苗
田
に 

風
の
た
ち
つ
つ 

浮
草
の

寄
り
く
る
畔
は 

草
の
匂
ひ
す

神
石
高
原
町　
竹
中 

藤
子

ゆ
き
あ
た
り 

ば
っ
た
り
と
言
う 

人
生
を

ま
さ
し
く
生
き
て 

我
九
十
一
歳

読
者
ひ
ろ
ば

楽
々

喜
々

き

ら
く

ら
く

き

絵
は
が
き

呉市　佐川 千里

呉市　佐川 千里

庄原市　塚前 澄子 呉市　沖田 知子

はがきに答え、住所、クラブ名、氏名、電話番号を必ず明記の上、下記までお送りください。正解者
には抽選で、クオカード（1,000円分）を20名様にお送りいたします。発表は景品の発送をもって
かえさせていただきます。ご応募お待ちしております。

100号クロスワード
正解は「ひなまつり」でした。

232人の応募があり、全員が正解でした。
抽選の結果、〔クオカード（1,000円分）〕を20人にお送りしております。

〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2（広島県社会福祉会館内）
（公財）広島県老人クラブ連合会 事務局

応募締切 8月10日

101号クロスワード応募要項

宛先

タテとヨコのカギを解いて■に
入ることばを見つけてください。ク ロ ス ワ ー ドパズル

詰め将棋

詰め碁

チャレンジしてみませんか？

1

5

7

8

2

10

6

3

9

4 タテのカギ
お医者さんに、してもらいましょう。
みんなが知っているはずのこと。
約30日間で、地球を一周します。
これをいれないと、時計もラジオも、
懐中電灯も使えないかも…。
本当になってしまった─○○から出たまこと。
○○録：会議の内容を記録します。

1.
2.
3.
4.

6.
9.

都道府県の長で、選挙で選びます。
剣を使うときは、この部分を握る。
電気や水道、ガス等を使ったら払いましょう。
○○○液─ジャガイモにつけると、紫色に。
○○の涎（よだれ）─細く長く続くこと。
決勝戦で惜しくも敗れた─○○メダル。
3.14は、円周率の○○○○。

1.
3.
5.
7.
8.
9.
10.

ヨコのカギ5　4　3　2　1
一

二

三

四

五

六

銀

角

桂

玉

金歩

飛

持
駒 

桂

提
供
：
将
棋
の
総
合
情
報
サ
イ
ト「
将
棋
タ
ウ
ン
」

　
　   

【
今
週
の
や
さ
し
い
３
手
詰
】よ
り

こ
の
局
面
で
は
玉
の
動
け
る
所
は
な

い
が
、王
手
を
す
る
と
逃
げ
道
が
開
く

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
。

提
供
：
日
本
棋
院
広
島
県
本
部

焦
ら
ず
冷
静
に
。

﹇
出
題
者
﹈ 

山
本 

賢
太
郎 

五
段

黒
先
白
死

「楽 喜々 」々に皆さまの作品や、
お便りをお寄せください。

らく らく  き  き

次回発行の「第102号」は2022年9月発行予定です。
必ず、氏名、住所、所属クラブ、電話番号を明記のうえ、郵送、
またはメールで事務局までお送りください。

応募締切
8月10日（水）

••••••••••••••••••••••••••••••••
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 〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2
（公財）広島県老人クラブ連合会 広報誌係
 E-mail: rorenhir@lime.ocn.ne.jp

宛  

先

世
羅
町　
餅
田 

操

外
国
の 

姪
へ
英
字
の 

エ
ア
メ
ー
ル

辞
書
を
片
手
に 

老
い
の
挑
戦

と
つ
く
に

外
に
出
れ
ば 

ま
ぶ
し
い
か
ぎ
り 

柿
若
葉

府
中
市　
桑
田 

ゆ
う
子

と 囀
り
の 

髙
ま
り
い
ず
こ 

静
ま
り
て

福
山
市　
元
谷 

和
子

さ
え
ず

梅
雨
明
け
や 

蜩
鳴
い
て 

ひ
と
日
暮
れ

安
芸
高
田
市　
北
岡 

幸
枝

く

は

や
ぶ

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（14）2022（令和4）年3月1日2022（令和4）年3月1日「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（15）



電話でお金の話が出たら詐欺！電話でお金の話が出たら詐欺！

無料体験
グループ募集中！

ひろしまGENKI 体操とは ひろしまGENKI 体操 出張講座 体験グループ募集中
●地域での様々な集まり・老人クラブなど10人以上のグループ
●おおむね60歳以上の方対象
　※会場はお手配ください。　※1時間～2時間、ご希望に応じます。
　※体験後、継続をご希望の場合は、ご相談に応じます。
　※血圧によって受講できない場合があります。

認知症予防を目的に、生協ひろしまと広島大学で共同研究を
すすめている体操プログラムです。「脳トレ」「筋トレ」「骨トレ」
プラス「心トレ（参加者同士のコミュニケーション）」の４つで
構成しています。

生協ひろしま 組合員サービスセンターお申し込み
お問い合わせは

月～金 8:30～21:00
土 8:30～19:00

受付
時間0120-500-935

３密を避けて開催します。●参加前に検温、マスクの着用、消毒をお願いしています。●換気を行います。

対象

私たちは広島県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

広島県では、高齢者を狙った特殊詐欺による被害件数が増加し、令和
3年の被害総額は、約4億7千万円にものぼっています。
きっかけは、いずれも家の固定電話にかかってきた一本の電話から

です。
万一、電話の相手と話すことになっても、指示どお

りに動く前に、必ず身近な誰かに相談しましょう。
老人クラブの仲間を訪ねたり、話をする機会には、

特殊詐欺のことを話題にするなどして、常に関心を
持つように心がけましょう。

発　行 ：

昭和印刷株式会社
〒700-0942 岡山市南区豊成3-1-27
TEL 086-264-6110 FAX 086-262-5096

株式会社 タカトープリントメディア
広島市中区千田町3丁目2-30 TEL 082-244-1110(代)

（公財）広島県老人クラブ連合会
〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2
（広島県社会福祉会館内）
TEL 082-254-1900 FAX 082-256-2228

広告・印刷 ：

編　  集 ：

誘ってみませんか!
老人クラブでいきいきシニアライフ

5　4　3　2　1
一

二

三

四

五

六

玉

金

桂 銀

桂歩

飛

詰め将棋【解答】 詰め碁【解答】
初手1は形の急所、白は2が最強の受
け。最後の3が実践では気がつきにく
い冷静な一手。3で中を攻撃するよう
な手はうまくいきません。

12
3

With
コロナ コロナ禍でもできるこんな活動

コロナ禍で出会うことが叶わない中、健康状態
や生活の悩みなど先の見えない不安を、老人クラ
ブのみなさんも感じています。そんな中、「閉じこ
もっておれん。何かしたいんよ」「みんなで楽しく
つながりたい」と、“つながろう”活動を考えて、実
行しました。

7月中旬から9月末にかけて、町老連の女性部の
活動として、絵手紙を通した友愛訪問を行いまし
た。まずは絵手紙を作る作業です。様々な方から
絵手紙を募ろう！と、町内の絵手紙教室や趣味で絵
手紙を出されている個人の方などへ「町老連女性
部の友愛訪問活動」を紹介しました。その趣旨に
賛同いただき、なんと100種類の絵手紙の原本が
集まりました！
原本を印刷して約

960枚の絵手紙のはが
きを作り、その絵手紙に
加えて折り鶴をプレゼ
ントすることにしまし
た。各支部から単位クラブの女性会員へ声をかけ
て、鶴を折りました。各クラブで密にならないよう
に少人数で集まり、「日頃出会うことのない人と出
会えた」「知らない鶴の折り方を教てもらった」と、
皆さん楽しかった様子です。
マスクの着用・手指の消毒など万全のコロナ対

策をとり、女性会員と男性会員が協力して友愛訪
問を実行しました。「絵手紙や折り鶴は話のネタと
なり、会話が弾んだ」と、話をするいい機会になり
ました。
今回、約1，000人が活動に参加しました。コロ

ナ禍の中でもつながる方法はやり方次第。いろい
ろな体験が、次へとつながっていきます。

北広島町老連の事務局は、北広島町福祉セン
ターにあります。クラブの有志の方々が、「福祉セ
ンターは住民活動の場。訪れる住民が椅子に腰か
けた時、ほっこり、やさしい気持ちになれる毛糸の
座布団をつくろう」と、そ
れぞれが心を込めて編
み、心の輪は59枚の色
鮮やかな座布団で繋がり
ました。

絵手紙で心をつなぐ友愛訪問

福祉センターに彩りを添えよう！
コロナ禍で繋がる心の輪

北広島町老人クラブ連合会

老人クラブ活動は、昨年度に続いてコロナウィルス感染拡大による緊急事態宣言や、まん延防止等重点措置によって、
行事の中止・延期を余儀なくされています。そんな中でも、困難な状況をネガティブに捉えず、

発想をポジティブに変えて、新たな角度から工夫し実践している市町老連の取り組みを紹介します。

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
花
を
咲
か
そ

う
運
動
」の一
環
と
し
て
、
広
報
誌

ひ
ろ
し
ま
県
老
連
第
１
０
０
号
で

県
老
連
の
愛
称
に
ふ
さ
わ
し
い

「
花
」の
名
前
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
募
集
期
限
の
令
和
３
年
６
月

末
ま
で
に
、
81
名
の
方
か
ら
花
の

名
前
43
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。応

募
数
上
位
５
点
の
花
の
名
前

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

選
考
に
当
た
っ
て
は
、
４
名
の

役
員
に
よ
る
選
考
委
員
会
で
①
花

の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
老
人
ク
ラ
ブ

の
理
念
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

る
こ
と
、②
広
く
馴
染
み
が
あ
り
、

覚
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、

③
特
定
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
県

内
全
域
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、④
形
状
や
響
き
な
ど
が
展

開
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の

４
つ
の
選
考
基
準
を
定
め
、
全
て

を
満
た
す
も
の
と
し
て
、「
ひ
ま
わ

り
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

応
募
数
の
上
位
５
点
に
応
募
さ
れ

た
方
の
中
か
ら
優
秀
賞（
１
万
円

の
ク
オ
カ
ー
ド
）５
名
と
、
全
応

募
者
の
中
か
ら
参
加
賞（
千
円
の

ク
オ
カ
ー
ド
）20
名
の
当
選
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。
当
選
者
の
発
表

は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

愛
称「
花
」は

〝
ひ
ま
わ
り
〞に

決
定
！

1位 ヒマワリ

2位 フクジュソウ

3位 アジサイ・サクラ

4位 カスミソウ・コスモス

5位 アヤメ・ガーベラ・コブシ
スイセン・スズラン・フジ
シュンラン・マンサク
モミジ・ツバキ

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社（担当課）医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から17：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉

③掛金払込の条件：

④補償範囲・掛金タイプ：◆24時間型／４タイプ

◆活 動 型／２タイプ

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。
加入手続きは所属の老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体保険です。

加入申込の人数に関わらず１回の払込につき掛金総額３,０００円以上（追加の場合も同様）。
※払込手数料は加入申込者負担。老人クラブ・会員個人には保険証券・領収証は発行されません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点がある場合には、代理店ま
でお問い合わせください。

・すべてのタイプに特定感染症危険補償（新型コロナウィルス感染症を含む）を追加しました。
・自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償を付加したタイプもあります。

6タイプから1人１つ選択してください。複数口加入はできません。

8,000円タイプと12,000円タイプについては、他人の物を壊したり、
他人にケガをさせた場合も対象となります。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月
10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

2021年3月作成　20-TC10866

「あなたを犯罪から守る防犯の手引き」（公益社団法人広島県防犯連合会・広島県警察）より

高齢者は詐欺被害にあう確率が高いと言われています。老人クラブで情報を得て、仲間
で話すきっかけがあれば、少しでも、あなたやお友達のお役に立てるかもしれません。

ありゃ、それは大変じゃったね。大丈夫じゃったん？

それはヨカッタね。
クラブで色んな情報が入ってくるけん、助かるね。

本来は9月末発行予定であった101
号ですが、コロナ禍で行事や会議の中
止や延期が続き、発行が3月になりま
した。年2回の発行を楽しみにしてく
ださっている皆さまには、お詫び申し
上げます。
紙面には、コロナ禍でも工夫して活
動している事例などを紹介していま
す。少しでも皆さまのお役に立ち、明
るい話題になればと思っています。

編集後記

老人クラブで詐欺被害防止の話を
聞いたことがあって、「コレは怪しい！？」と思って、
孫に電話して被害にあわずにすんだそうよ。

同じ町内のAさんの家に、オレオレ詐欺の電話がかかってきたらしいよ。
「ばあちゃん、オレオレ」って言うて、孫のふりして。

株式会社イトメン
呉市海事歴史科学館 大和ミュージアム
公益財団法人 渋谷育英会
公益社団法人 広島県バス協会
生協ひろしま
広島市国民宿舎 湯来ロッジ
ミロク情報サービス

（50音順）

広島県老人クラブ連合会
積極的なご利用をお願い致します。

【西部ブロック】
岡田 房志さん
（廿日市市事務局長）

【南部ブロック】
桑村 顕子さん
（呉市事務局）

【中部ブロック】
実井 京子さん
（尾道市事務局長）

【東部ブロック】
塚本 光人さん
（福山市事務局長）

【北部ブロック】
河原田 正行さん
（三次市事務局長）

編
集
委
員
を
紹
介
し
ま
す

令
和
３
年
度
か
ら
、西
部
ブ
ロ
ッ
ク（
呉
市
）以
外
の
４
名
の
方
が

新
し
く
編
集
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

３三角成・同桂・１五桂まで３
手詰。
５三飛成の王手は合駒され
ても逃げられても詰まず、
３四金とこの金を出て王手
するのは１四玉とこちらへ
逃げられてしまう。そこで
３三角成の王手が手筋。桂
の打ち場所を作る捨て駒で、同玉なら桂を使わず３四金
と出て詰み。同桂と取らせて１五桂と打つ。

●今号の主な内容
2

4

5

6

7

8

10

11

12

14

コロナ禍でもできるこんな活動

新設クラブの紹介

女性委員会総会・研修会／若手委員会総会・研修会
活性化を目指して
令和3年度 全国一斉「社会奉仕の日」
私の健康法／保健医療コラム
教えちゃろ!! 隠れたわが町の名所名品
読者ひろば 楽々喜々

記念録を制作しました／表彰者名簿／大会宣言
上半期主要行事予定／県老連会議報告

市町老連会長・事務局長合同会議
役員名簿／第1回市町老連事務局長会議

地域と福祉をささえる
老人クラブ広報誌

電子メールアドレス ▲ rorenhir@lime.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ▲ http://hiro-kenrouren.sakura.ne.jp/ ひろしま県老連は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

第101号
令和4（2022）年3月1日

「ひろしま県老連」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。（16）2022（令和4）年3月1日


